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佐々木　新粟のチマキと豊猟の占い

新 粟 の チ マ キ と 豊 猟 の 占 い

ル カイ族 ・パ イワ ン族 の ア ワ祭 り抄

佐 々 木 高 明*

Earthoven Cooking and Hunting Rituals in the Millet-Harvest 

            Festival of the Rukai, Formosa

 Komei SASAKI

   The Rukai people, who inhabit the mountainous area of south-
ern Formosa, hold an annual festival, at the end of July, after 
harvesting foxtail millet. Until about 50-60 years ago, according 
to an old record, the festival lasted for 26 days. In 1972, when the 
author undertook fieldwork in Kinuran Village, he learned of 
some ethnohistorically significant rituals performed during the 
millet harvest festival. 

   On the thirteenth day of the festival a large earthoven was 
set up in the holy place called  ̀ Tsatsapipianu', located outside the 
settlement. Cakes of newly harvested glutinous millet, which was 
collected from all the village households, were ritually cooked in 
the oven. First, batter was prepared by mixing millet flour with 
water. Then, the batter was poured onto a large leaf, used as a 
wrapper. Finally, the wrapped batter was covered with heated 
stones and cooked. According to the condition of the cooked cakes, 
the fortune of harvests, of hunting and of the village was foretold. 

   On the following day the same divination, but on a smaller 
scale, was performed at the house of a village priest,  `balakalai'. 
This augury foretold, in particular, the fortune of hunting. 

   These two rituals were considered to be the most important 
among those performed during the village festival. The author 
examined records published before the war, regarding the geo-

graphical distribution of the rituals. From the records it was ap-
parent that the rituals were practiced only in the Rukai area 
proper, and in a part of the Paiwan regarded as having been

*国 立民族学博物館第2研 究部

119



国立民族学博物館研究報告　　3巻2号

strongly influenced by the Rukai culture. Presumably, the custom 
of cooking millet cakes in earthovens at the time of the millet 
harvest festival was originally a distinct element of the Rukai 
culture. 
   Seeing the rituals in relation to ethnohistory, three aspects 

are  noteworthy: (1) The cooking of ritual food in earthovens may 
be regarded as a characteristic feature related to a former vegetative 

planting culture. It is known that in a few Rukai villages taro 
was usually cooked in the earthoven together with millet in the 
ritual described; (2) However, in most villages millet cake rather 
than taro was cooked  as the ritual food. Moreover, this food was 

prepared as a distinctive ritual in the millet harvest festival. Con-
sidering these two facts, it appears that the millet culture, which is 

presumed to be a relatively later introduction to this area, adapted 
the cooking method of a ritual food used in the earlier vegetative 
culture; and (3) In many villages of the Rukai the divination 

performed in the millet harvest festival was practiced in order to 
pray for both a bountiful harvest of crops and for rich hunting. 
On the last day of the festival, after completing all the ritual pro-
cedures, all adult male villagers assembled at the village holy place, 
and, after performing a rite, then left on a ritual hunt. The 
dominance of cultural elements associated with hunting among the 
Rukai may be explained by the overriding importance of magico-
religious land ownership, and the preference for owning hunting 
territory rather than cultivating land, as has been argued by Prof. 
Mabuchi. Moreover, it is assumed that the custom of ritual hunt-
ing was already incorporated into the millet culture before it diffused 
to Formosa from the Chinese mainland.
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は じ め に

　筆者は さきに台湾 山地南部 に居住す るルカイ族の焼畑農耕技術 とその儀礼 について

調査報告を行 ったが[佐 々木 ・深 野1976:33-124],そ の 際,ル カイ族 においては,

伝 統的な作物の うちで もア ワ,と くにモチ種 のアワが儀礼的 ・象徴的な意味で非常 に

重要 な機能を もっているこ とを指摘 した。 これ らのアワはル カイ族の村 々では もとも

と耕地の 過半を 占め るよ うな 優 占作物 ではな く,し たが って,そ の経済的重要性 は

それ ほど 大 きな ものではなか ったよ うで ある。 に も拘 らず,ア ワ,と くにモチアワ

は,彼 らの社会 ではあ らゆる儀礼の ときに重要な機能を演 じてい る。す なわちモチァ

ワを原料に してつ くったアワ酒や アワモ チ(水 を加えて製粉 したアワの粉,つ まりアワの

シトギをまるめて樹葉につつみ,水 炊きしたもので,正 確にはチマキとよぶべきもの)は,す べ

て の儀礼の際に神に供 え,祭 りに参加 した人 々が飲食す る儀礼食 として必 ず用意 され

て いる。また,こ のア ワ酒 やアワモ チは,接 客の際 に もな くて はな らない必須 の食品

とされてい る。 このよ うにモチアワは,ハ レの食品の材料 としてル カイ族 の社会で は

きわ めて特殊な機 能を もち,儀 礼的 ・象徴的な作物 と して高い価値づけが与 え られて

いる。 この ようにア ワに対 して象徴的 な意味で高い価値 づけを行 う慣行は,ル カイ族

に隣接 して居住 してお り,文 化 的に もルカイ族 との間に共通点の多いパイ ワン族 の場

合 に も,同 じようにみ とめる ことができる。

　 これ らのル カイ族 やパイワ ン族で は,ア ワを収穫す るに当って も,刈 り取 りの前 か

ら実 際に収穫 して,そ れを収納するまで,20日 ～30日 ほ どに も亘 って長 くて複雑 な収

穫儀礼が,も とは営まれていたよ うである。だが,こ うした伝統的な儀礼は,多 くの

村 々において,本 来の形で行われな くな ってか らすでに年久 しく,い までは儀礼 のプ

ロセスの詳細 も,ほ とん ど忘れ去 られよ うと している。

　 筆者 の調査村 キヌラン村 もその例外 ではない。 と くに この村で は,第 二次大戦後 の

早 い時期 に,頭 目家が断絶 したため,伝 統的 な儀礼の伝承 が失われ,儀 礼形態の崩壊

を一 層早 めた ようであ る。 しか し,こ の村 において も農耕儀礼の中心をなすのはアワ

の収穫に際 して行われ る一群の儀礼,と くに収穫後 の儀礼(こ の儀礼は,ア ワの 「収穫

後祭」或は一般に 「アワ祭り」と称されている)で あ り,そ の次第 は,幾 人かの村人 によ

って,い ま も断片的に記憶 されている。筆者 はそれを辿 って この種 の儀礼の復元調査

を試みたが1),そ の 中で きわめて興味 ある事実の存在す ることに気付 いた。

　 それはアワ祭 りの は じめ頃の ある日,各 戸か ら新 アワの シ トギを集 め,そ れを村外

の聖所に もってゆ き,一 種 の地炉earthovenを つ くり,焼 石 を用いていわゆ る石 む
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し調理することである。また,そ のモチ(チ マキ)の 出来上り工合で狩猟や農作物の

豊凶を占うという事実もみとめられる。一般には根栽農耕文化 と深い関係をもつと考

え られる地炉調理法によって新 アワのアワモチ(チ マキ)が つくられるということ。

さらにそれが作物とともに狩猟の豊凶の ト占に用いられるということ。そうして全体

の印象としては,む しろ豊猟の占いと祈願に重点がおかれているようにす ら感じられ

るという点などは,い ずれもこの地域の焼畑農耕文化の基層に横たわるものの特色を

示唆するようで,筆 者にはこの慣行はきわめて深い意味をもつように思えたのである。

　この種の慣行のもつ意味が,果 たしてどのようなものか。それについては,あ とで

若干の考察を加えることにして,本 稿においては,何 よりもこの種の儀礼の実態につ

いて,筆 者の調査結果を報告し,つ いで類似の事例の存在を既往の調査報告の中から

摘出してみることにしたい。この種の儀礼の分布 とその諸形態について,実 態を検証

することが,ま ず必要だと思ったか らである。

　そこでまずはじめに,筆 者が調査を行ったキヌラン村とその隣村ブダイ村の事例か

ら検討 してゆ くことにしよう。

1.キ ヌ ラン村 ・ブ ダ イ村 の ア ワ祭 りと ツ ァツ ァピ ピア ヌの

　　　儀 礼

(1)キ ヌ ラン村で の聞書 き アワモチの地炉調理法と年占

　ルカイ族の村々では,新 暦7月 中旬頃からアワの収穫を始め,8月 上旬頃にその収

穫を終る。これにつづいてアワの収穫後祭,い わゆるアワ祭 りが行われるが,調 査村

キヌラン村では,そ の第1日 目に次のような行事が行われてきたという。

1)1972年 の調査時点において,こ の地域ではアワ祭りの伝統的な行事はまったく行われなくな

り,祭 りはすっかりその姿を変えてしまっていた。しかし,出稼ぎに出ていた人々もこの時期に

は必ず帰郷 し,運 動会やバレーボール大会などが賑やかに行われ,ア ワモチをつくり,ア ワ酒を

醸し,ブ タを屠って宴を行う慣行は,い までもつづけられ,こ のときが1年 の最大の折目である

という気分だけはよく残っていた。 このように伝統的な行事に関する限り,そ れがすっかり姿

を消 したのは,比 較的最近のことであり,中 高年令の村人たちは,か なり省略された形ではあ

るがアワ祭りの記憶をいまも残している。それによると,ア ワ祭りの第1日 目はwatsapiと 称

し,ツ ァツァピピアヌでアワモチをつくり,家 の中でモチを供えて祈願を行う。 第2日 目は

toarisikidanuと称 し,家の中で儀礼を行い,さ まざまの祈願をする。第3日 はkiaPakaralukuωarai

とい う男の祭りの日,第4日 はkiaPakaraluababaiと い う女の祭りの日で,そ れぞれアワ飯を盛

って祈願を行う。さらにアワ祭りの最終日には,　 machirokoと いう狩猟に行 く前の儀礼を営ん

でいたというのである。

　　その詳細については,い ずれ後にコメン トするが,第1日 のツァツァピピアヌの祭りのほか

は,年 越 しと新年の祈願という儀礼的要素をもつ部分であり,他 の儀礼の部分は,お そらく戦

前の段階ですでに消失してしまったものと思われるのである。
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　キヌ ラン村 の集落の西南西約200-300mほ どの ところにある一枚の畑の東南隅に,

ッ ァツ ァピピァヌTsatsapipianuと よ ばれ る聖所がある2)。 ここで アワ祭 りの第1日

目に行 われ た儀礼を ワツ ァピwatsapiと い うが,こ の儀 礼には;村 の男た ちだ けが参

加 し,女 は参加 しないという。儀礼 の当 日には老人 か ら子供 まで,村 の男 はすべて刀

や銃あるいは男 の衣服や鉢巻な ど,男 の持物 をそれぞれ もって朝か らッ ァッ ァピピァ

ヌの祭儀場へ集 る。 このとき各戸 か らは必ず その年 に収穫 した新 しいアワでつ くった

アバイ(ア ワモチ)を 二つ分 用意 して もってゆかねばな らない。その うちの一つ分 は

モチ種 のア ワか らつ くったシ トギ(モ チアワに水を注ぎながら石臼でひいて得た乳状 の粘質

液)を 生 のまま,炊 かな いで容器 に入 れて持参す ることにな っている3)。

写真1　 ツァツァピピアヌの祭儀場 写真2　 アワのシトギづ くり

　(ルカイ族,キ ヌラン村)

2)ッ ァツァピピアヌの祭儀場は,集 落の西南西のコチャラグとよばれる地区内にあり,1972年

にはバ リウス ・バロヌスというごく普通の村人の経営する焼畑耕地の一隅に当る。 そこには,

巨大な老樹が一つあるほかは,特 別な施設もなく(写 真1参 照),日 常的に儀礼が行われるわけ

でもない。

3)ア ワ祭りの日までの1年 間に男の子が生 れた家で は,で きるだけ多 くのアワモチやブタ肉

をッァツァピピアヌの祭儀場にもってゆくことになっていた。 それも,も とは男の子が生れる

と,次 のアワ祭りとその次のアワ祭りの2度 に亘って多くのアワモチを用意することになって

いた。 しかし,実 際に2回 祭りをやるのは長男だけで,次 男以下は1回 だけにしていた。女 も

長女の場合には,ア ワモチを多く用意することがあったという。
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写真3　 ア ワ の チ マ キ

　 ツァツァピピアヌの祭儀場では,前

日の夜から村の若者たちが大勢出て,

薪とカヤと拳大の石を大量に集め,地

面に深さ30cmほ どの大きな穴を堀っ

て準備 しておく。当日は朝早 く,暗 い

うちから,若 者たちが祭儀場に集って,

穴の中で薪を燃やし,そ の上に石をか

ぶせ,さ らに薪と石をその上に積み上

げていって大量の石をよく焼いておく。

早朝,村 の老人たちが祭儀場にやって

くる頃には,石 はすべ て真赤 によ く焼 けているよ うである。 そ こで早速 アワモチつ く

りが始 め られ る。

　焼 けた石を横に とりのけ,薪 が燃えた あとの赤い炭を押 しひろげて,ま ず穴の底に

焼石を並べ る。その上 にmコ ッrokotsuと 呼 ばれ る野草の幅広い葉を幾枚 も敷 き,そ

こへ もって きた アワモチの材料 にな るシ トギを流 し込む。各戸 か ら持参 した シ トギは,

す べて混ぜ合わせて一つ に して流 し込むわけで,そ の上 を もう一度 ロコツの葉で包み

込 み,さ らに とりのけて おいた焼石でその上 を厚 くおおって,し ば ら くむ し焼 きにす

るので ある。 シ トギの分量 に もよるが,む し焼 きに要す る時間はほぼ30分 ほどだ った

という。

　 こうして出来あが った アワモチは,臼 で掲いたモ チとはかな り異 なった もので,む

しろチマキと呼ぶにふさわ しいような ものである。だが,従 来 の報告書 などでは,こ

の種の儀礼食品を,い ず れ もチマキ とはせず,モ チ と呼びな らわ して きてい る。 この

ため本稿 で も,と くに差支えない限 り,ア ワモチ と呼ぶ ことに しておきた い。

　 ところで,ッ ァツ ァピピアヌの祭儀場で は,こ のア ワモチの出来上 った頃を見計 ら

って,焼 き石を とりは らい,ロ コッの葉を開いて,ア ワモチの取 り出 しにかか る。 こ

の とき,ア ワモチの状態 に よって種 々の ト占が行 われ るのである。例 えば,モ チが完

全に焼 けず,湿 った部分 があれば,そ の年に は雨 が よく降 り,作 物 がよ く稔 る。 また,

モ チが よく焼 けて水分がな くな り,乾 いた状態だ と,そ の年 は雨 が少 な く,稔 りが悪

くなるおそれが あるとい う。 さらに,モ チの 中へ虫が飛び込 んでいると,村 人 の中で

事故死 する ものが 出る前兆だ とされている。

　 なお,こ れ らの占いの儀礼をは じめ,ッ ァッ ァピピアヌにおける祭儀 の執行者 につ

いて は,現 在 の村人た ちの記憶は必 ず しも明確で はない。だが,後 述 の他 の諸村 の戦
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前の記録などから判断すると,お そ らく村の司祭に当るバラカライが,こ れ らの儀礼

の執行に当っていたものと推定される。だが,そ の点についても,い までは確証する

ことは不可能になってしまった。

　いずれにしても,ア ワモチによって占いを行 った後,地 炉で石むしにされたアワモ

チ(チ マキ)は,そ の場で食べることもあるが,そ の一部は必ず,各 家にそれぞれ も

って帰る。 もって帰ったモチは,家 の中央の柱のとこ,うにある小さな祭壇タリ'説 に

アワ酒とともに供え,一 家の主人(男)が 唱え言を唱えて,も う一度小さな儀礼を行

う。そのほかのモチは,家 族や親類(parapara)の メンバーに分与して食べるが,こ

のときも女のメンバーには分与せず,必 ず男たちが食べるのだという。

　 このように,ッ ァッァピピアヌの聖所で薪アワのシトギを地炉で石むしして,そ の

出来工合いによって年占を行うというこの儀礼には,つ ねに女を排除 し,男 のみによ

ってそれを執行するという特色がうかがわれる。だが,そ の他の特徴については,現

地の村人の語るところは必ず しもはっきりしない。この儀礼が行われなくなってすで

に30年 ほどが経過し,こ の種の儀礼のもつ意義はほとんど忘れ去 られようとしている

からである。しかし,村 の老人の中には,こ の儀礼の意味について次のように述べて

いるものがいる。すなわち,

　 「この祭 りにおける占いは,畑 の運命も決めるけれども,そ れよりもむしろ男のす

る狩猟の運命を決めるものなのだ」と。

　また,こ のツァッァピピアヌで儀礼を行った翌 日には,「昔はロミガヌRomiganuと

よばれる場所でも同じような儀礼を行ったものであり,ッ ァツァピピアヌでの占いが

吉であれば東の猟場へ,ロ ミガヌでの占いが吉であれば西の猟場へ,双 方が吉と出れ

ばすべての猟場へ狩猟に赴いたものだ」というものもいる。しかし,こ の場合にも,

東の猟場,西 の猟場といっても具体的にどこをさすのか不明であり,ロ ミガヌにおけ

る儀礼の行われる場所や司祭者についても不明であり,こ の儀礼の実態を具体的に記

憶 している村人もすでにいなくなっている。

　 したがって,こ の種の儀礼には,新 穀の収穫を感謝し,翌 年の豊作をカ ミに祈ると

いう要素があるとともに,狩 猟における豊猟を祈るという要素も色濃 く存在していた

らしいということが推定できるにすぎない。だが,そ れらの諸要素が,具 体的にどの

ように関係 し合い,大 きな儀礼体系の中で,ど のように位置づけられていたかを,こ

の村に現在伝承されている事実の 中から推定することは,も はや不可能である。 そ

うした推定を組み上げてゆ くためには,他 の資料をできる限り補 う外はないわけであ

る。
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(2)ブ ダ イ村 のア ワ祭 り そのプロセスの概要

　そ こで まず注 目され るのが キヌラン村 の隣村,ブ ダ イ村における戦前 のアワ祭 りの

記録で ある。 これは台湾大学の陳奇録が,ブ ダ イの警察所にあ った手記 を採録 した も

ので,そ れ に若干の資料を補い,英 訳 してす でに発表 されている[Chen　 Chi-1u陳 奇

録　 1956:53-77](以 下,本 稿ではこの記録を 「ブダイ村アワ祭 り記録」と略称する)。 次頁

の表1は それを要約 して示 した もので ある。

　 この祭 りは前後26日 にわたる長 いもので,そ の中には,す で に述べた ッァッァピピ

ア ヌとか ロミガヌな どの重要 な儀礼の名称 もみ られる。 この資料 はル カイ族 の伝統的

な アワ祭 りのプロセ スを比較的本来 の姿に近 い形 で伝 えた ものと して注 目すべ きもの

と考え られる。 と くに,本 稿 で とりあげよ うとす る新 アワのモチを地炉で調理 し,そ

の 出来工合いによって ト占を行 う儀礼が,ア ワ祭 りの全体 系の中にどの ように位置づ

け られてい るかを検証す るたあには,こ の資料 は恰好の もの とい うことがで きる。

　 さて,表1に 概要 を示 したブダイ村 のアワ祭 りの全過程は,そ の特色 をよ く検討す

る と,大 き く三つの部分 に分 けることが可能な ように私には思えるのである。 まずそ

の一 は,ア ワ祭 りの初 日か ら9日 目の タラブナワ ンtarabunatoan(家 屋 に葬られている

死者の霊を祭る日)ま での期間で,こ れはアワ祭 りの第一の部分を構成すると ともに,

ア ワの新嘗祭 と しての性格 を もっともよ く示す部分 と思われ る。すなわち,こ の期間

の祭 りの中心 は,2日 目の新 しく収穫 した新 ア ワを飯 に炊いて,そ れをカマ ドの とこ

ろで神霊 に供 える トトタパイ ランtototapairanの 儀 礼 とその供物 のア ワ飯 をと り下 げ

る5日 目の タツアパ ンtasuapanの 儀 礼だ と考え られ る。 この うち前者の トトタパイ

ランの ときには,カ マ ドの前に葦 あるいは萱の茎 タパ イ ラtaPairaを5本 立て,ア ワ

の飯粒 とブ タ肉の小片の入 った小さな ヒョータンの ヒシャクをタパ イ ラの両側 に一つ

ずつ置いて,台 所 の神霊を呼んで祈 りが捧 げ られ る。新穀 の収穫 を感謝 し,ア ワが長

く貯蔵で きるよ う祈願す るわ けで,新 アワを調理 して神に供え,新 穀 の食べ初 めを祝

う意味が そこに含め られて いる。 このような点 か らみて,こ の儀礼 の中には 「粟 の新

嘗」 とよんで もおか しくない内容が示 されて いるとい うことがで きよ う。

　 この祭 りにひ きつづき,第5日 目,6日 目 には家や便所を きれいに し,さ らに9日

目には,か つては屋内に埋葬 した死者 の霊 をまつる行事を行 っていた とい う。 しか し,

この儀礼 は,屋 内埋葬の慣行が,こ の地域 か ら消失す るとともに早 く衰微 したため,

現 段階では,そ の くわ しい復元 は不可能 にな って しま って いる。だが,少 な くとも屋

内に埋葬されたのは,そ の家 に住む家族の直接 の先祖 たちで あ り,そ の霊を この 日に

祀 るとい うのは,一 種の先祖祭 りの儀礼が,か つては この日に行われていた ことを示
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表1ブ ダ ィ 村 の ア ワ 祭 り 概 要

日 儀 礼 の 名 称　 摘 要

1

2

3～4

5

6

7～8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

takitsabatsaboan

tototaPairan

wadaiwadaitasuapan

tataboran

な し

tarabunawan

takiθararoan

tagorzstαnan

tsatsapipian

tauromz8anan

takitodaritan

tapasiabadan

な し

tuarisikidan

kiaPakarala
kurabaibai

な し

kiaPakarale

kasuωarai

matsiroko

tatitian

薪 集 め の 日

台 所 の 祭

小祭畑の祭

家の中をきれ
いにする日

便所をきれい
にする日

家族の死霊を
ままつる日

新 粟 の 日

tsatsapipian　　準備の日

romiganの 日

kiatodaritiの 日

子 供 の 日

家の祭りの日

女の祭りの日

男の祭りの日

村の男たちが薪 勲60融 うoを集める。

新粟を鍋で炊いてカマ ドに供える。粟が長 く貯蔵で
きるよう祈願。

粟の茎に水を注いで祈願する。

カ マ ドの上 の 粟飯 を 下 げ る。唱 え言 。karasabasabanga

の期 間 の終 り。 タ ブ ー解 禁 。

村 人 の 中で 狩猟 に 出 る もの は な い。

屋内の入口付近で儀礼。(屋 内葬の消失とともに儀礼も衰
滅)

全世帯で粟酒をつくりはじめる。

各世帯で新粟の穂を屋根に乾し,モ チを供物にする
と唱え言をいう。

男が薪集め。夜,新 アワを据き,粉 にしてシトギを
つ くる。武器をみがく。

シ トギを祭場へ運び,地 炉で石むし調理を行い,で

き上った粟モチを家にもって帰って神々に捧 ぐ。作
物の神,狩 の獲物の神,村 外での死者の霊,狩 場の神
などに唱え言。この日が一番忙しい。

世帯の代表がバラカライ(村 司祭)の 家に集る。〔行事
の内容不明〕

成年男子全員がバラカライの家に集り,家 内安全と
豊作を祈り,翌 年の運命を占う。石むし調理した小
さな粟モチのできた状態をみて占う。夕方,豊 猟と

蛇の厄除の儀礼を行う。

家の中央柱tariの 前で豊猟の祈願。終って1年 間に狩猟
した獲物の顎骨を棚に並べる。

新しく子供の生れた家は村人を招待。鍛冶小屋の修
理。

家,と くに豚小屋と村内の清掃。

女が機織小屋を修理。

家 屋 の 中央 柱tariの 前 で 行 う。　karaParigariganの 期

間 が 終 り,Parigariganの タ ブ ーが 解 禁 。

すべての女が家にいて次々に願いごとを祈願する。

女の祭りの日と同様の祈願を男が行う。

女と男が泉場へ行き,女 が男に水を注いで,歳 が変る旨
の唱え言をいう。

　　　　　　 ブタ肉片とともにtsatsapipianへ もっ粟飯を炊き,
て行って神に捧げ,そ の後男たちは狩猟にゆく。
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す事実 に外な らない。

　 表1に 示 した ように,ア ワ祭 りの第7日 目,8日 目 には儀礼の空白 日があ るが,古

い時代には,こ れ らの 日々 も先祖祭 りの祭 日の一部 にあて られていた可能性 もないで

はない。 もしそうだ とすれば,《 粟の新嘗》に この《先祖祭 り》が接続す ることにな

り,各 種の神霊 とともに先祖 の霊 に も新穀を供 して収穫を祝 い,翌 年 の豊作を予祝 し

た とい う古い儀礼の姿を復元す る ことが,い ずれはできるか もしれない。だが,い ま

ある資料か ら,古 い祭 りの姿をそ こまで復元す ることは不可能であ り,今 後 の検討を

まつ ことにしたい。

　 いず れに して も,こ のアワ祭 りの第一の部分 を構成す る諸儀礼は,か つてはいずれ

も重要 な機能を有 していた ものと推定 されるが,そ の後の衰微が著 しく,ア ワ祭 りの

中心 は次第 に第二,第 三の部分 の諸儀礼 に移 ってい った もの と思われ るのであ る。そ

'の 結果
,現 時点 において復元 しうるアワ祭 りでは,新 嘗祭や先祖祭の色彩は,き わめ

て薄い ものにな って しまってい る4)。

　 ここで もう一度,表1に 概要を示 した「ブダイ村アワ祭 り記録」の具体的検討 に戻る

と,ア ワ祭 りの10日 目以後 には,い よいよ この祭 りの 中心に当 る第二の部分 に入 ってゆ

く。この10日 目には村の全戸でア ワ酒 を醸成 し,11日 目 には新 しく収穫 したアワの穂束

を屋根 の上 にあげて,「 このア ワで モチをつ くって差 し上 げますか ら,ど うかよ く乾か

して下 さい」 とい う意味の歌を唱 う。 さらに翌12日 はッ ァッ ァピピアン(ブ ダィ村の記

録ではツァツァピピアヌではなく,ツ ァツァピピアンとしてでて くる)で の儀礼の準備の 日と

いわれ,村 のすべて の男た ちが薪 を集 めて ッ ァッ ァピピア ンへ運び,夜 にな ると前の

日・に屋根の上 で乾 か した新ア ワの穂 を木臼に入れて掲 き,そ れに水を加えて石 臼でひ

いて アワの シ トギをつ くる。翌 日の アワモチの材料 とな るわ けである。 また,こ の 日

には,男 た ちは,刀 や槍 などの武器 をみがいてお くともいわれている。

　　こうして13日 目の ツァツ ァピピアンの祭 りの 日を迎 える。前 日つ くっておいたシ ト

ギを男たちは,ッ ァツァピピア ンへ運び,そ の シ トギを焼石 によって石む し調理 して

モチをつ くったの ち,そ れを再 び家へ もって帰 り,神 霊 に捧 げて豊猟を念ずる唱え言

な どを言 う。その詳 しい紹介はあ とまわ しにして,差 し当 って のところ,陳 奇録の採

録 した 「ブダイ村 アワ祭 り記録」をみる限 りで は,こ の13日 目のッ ァッ ァピピアンの

儀礼で は,現 地で アワモチの ト占が行われ るという記述 の見当 らない ことを注意 して

おきた い。む しろ,ブ タイ村では,石 む し調理 した アワモチの ト占は,翌 々15日 目の

4)陳 奇録氏が現地調査を行った1953年 当時,ブ ダイ村では,表1に 示 したような長いものでは

なく,10日 間ほど儀礼が行われていたにすぎないという[Chen　 Chi-1u　l956:65]。
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ロミガ ンの日にバ ラカライ(村 の司祭)の 家 へ村 の成年男子がすべて集 った ときに行

われ るよ うである。 この点 がさきのキヌラン村の事例 と大 き く異な る点であ り,さ ら

に ロ ミガ ンの日の儀礼の内容 も,あ とで もう一度具体 的に示すが,そ の中には農作物

の豊作 を祈 る とい う特徴はほとんどな く,む しろ狩猟 における豊猟 を祈願す るとい う

要素 が強い。 こうした傾向は,翌16日 目 の夜,家 の中央にある柱 の前で家の中のす べ

ての男が,タ イマツや刀を もって神々に豊猟を祈 願 し,そ のあ と一年間 に狩猟 した動

物の下顎 骨を入 口付近 にあ る顎骨棚に並べ直す というタキ トダ リタンtakitodaritanの

日の行事の中に も,そ の ままひ きつがれている。つ まり,ア ワ祭 りの中核部分を構成

す るとみ られ るツァッ ァピピア ンの祭 りか らロミガンの祭 りを経 て タキ トダ リタンへ

続 く一連の儀礼 の中には,狩 猟(豊 猟)儀 礼 の特徴が色濃 くみ られる ことが注 目され

るので ある。

　 次 に,第17日 目以 後20日 目 までの小さな儀礼 が上述 の第二の部分に含まれるか,次

の第三 の部分に入れた方が よいのかは,す ぐには決めかねる。だが,少 な くとも21日 目

の トゥア リシキダ ンtuarisikidan(家 の 祭 りの 日)5)か ら25日 目 のマチロコmαtsirokoの

祭 りを経て,最 終 日の タチチア ン'α痂伽 に至るアワ祭 りの最後の部分 につ いては,

《年越 し祭 り》の特徴が濃厚 にみ とめ られる ことは間違い ない ようであ る。

5)キ ヌラン村でも,既 述のように,か つてtuarisikidanu(家 の祭り)を 行っていたという。 こ

の日にはアワモチをっくり,ア ワの飯を炊き,ブ タの小さな皮kirinを10片 用意 して祭りを行う。

　　まずブタの皮の小片を一つとり,非 常に細かく切って掌にのせ,一 息息を吹きつけてそれを

家の中に飛ばし,1年 間の出来事を神霊に報告する。ついで家の中央の柱tariと そこにある聖

所のところで,二 つ目のブタ皮の小片をとって,先 祖の霊に対して"長 生きできますよう。 狩

りのとき他人より早 く獲物がとれますよう"と 祈る。 三つ目のブタ皮の小片は,手 に捧げて天

窓の下へ行き,太 陽に"こ れを捧げますから,畑 の作物がよく稔 りますよう"と か"生 命が永

く,つ っがないよう"と か祈願する。四つ目のブタ皮は,再 び家の中央の柱 嬬 とその下にあ

る聖所に(昔 は死人を屋内に埋葬 したのでその先祖に向って)捧 げ,"御 先祖さま,あ なたは

ここにいる。あなたにこれを供えますから,悪 いようにせず,私 を助けて下さい"と 祈 る。 五

つ目のブタ皮は,ア ワを収納する箱Puluruに 捧げ,"ア ワをいくら食べても,箱 からアワがなく

ならないように"と 祈る。さらに六つ目はカマ ドのところへもってゆき,"い つも御飯を炊 くと

ころにいる神よ,少 し御飯を炊いても,い っも私達が腹いっぱいになれますように"と 祈る。

七っ目は家の入口へ持ってゆき,周 囲の高い山々にいる神霊に祈願する。 このときには一束の

アワ穂の軸だけを集めて火をつけ,こ れを右手に,左 手にブタ皮の小片をもち,右 から左へま

わしながら,"神 さま,あ なたは,そ こにいて守って下さい。私たちの命が長いように,食 糧が

た くさんとれますように"と 祈る。八つ目は手でブタ皮をもって,自 分で自分のよい魂(α δαん)

に祈る"私 の魂よ,ゆ っくりこの家にいて下さい。 悪い人間にだまされて,ご 飯やブタ皮を食

べないようにして下さい"。九つ 目は,自 分の悪い魂に祈る。懸あなたは私の悪い魂。 あなたは

外に出歩かず,注 意して家の中にいなさい。 悪い人間がブタ皮を食べさせようとしても食べて

はいけません。 ここにあなたの分を残 してあるから,他 人のところへは行かないように"と ・

最後に,水 汲みに使うヒョウタンをこわして,き れいに円くし,そ の上に10片 のブタ皮を一つ

ずつのせて板の上に並べ,家 の中央柱'副 の下に置く。夕方になるまで柱の下に置き,夕 方に

なると,家 の西南隅にブタ皮をすべて捨て,こ の祭 りは終る。

　　筆者がキヌラン村で聞取 り調査した 「家の祭」磁痴海廊襯 の次第は上記のようなもので,

陳奇録の報告したParigariganの タブーのような慣行については,デ ータを収集しえなかった。
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　 す なわ ち,21日 目の トゥア リシキダ ン(家 の祭 り)の 日には,各 家 の 屋 内 の 中央

にある主柱の前で儀礼 が行 われ るが,そ の ときには神霊の名をよんで,"い ま,toari-

sirisigaの 祭 りを行います。 今 日か ら後 は家族の中で死者がでて も,　Parigariganの タ

ブーは もう守 りません"と いうような唱え言 を唱えるという.こ れは一種 の年越 しの

宣言で あろう。 とい うのは,こ の村の人たちは,一 年 を二つの期間に分 けて考えてい る

ことと関係す るようで ある。す なわ ち,彼 らは一年 の うち,ア ワの播種 の 日toakαrawa-

Panか ら この家 の祭 りの 日 トゥア リシキダ ンの 日までの期間 をkaraParigariganと よ

び,他 の もう一つの期間,つ ま り,こ の家の祭 りの日か らアワの播種 の 日まで の間を

karatsugurawanと よ んで いる。 この うち,も しkaraParigarigαnの 期間 内に家族の中

か ら死者 がで ると,そ の期間内に収穫 したサ トイモを除 くすべての作物 は,次 のア ワ

の播 種 日(toakarawaPan)ま で に,種 子用 に とって あるものまで含 めて,必 ず食べて

しまわねばな らない とい う慣行 がある。だか ら,も しこのような状態 にな ると翌年 の

種モ ミもす べて他 か ら借 りねばな らな くなる。Parigariganの タ ブーとい うのは,こ の

ようにkaraParigariganの 期 間 に死者がでる と,次 のア ワの播種 日まで作物を残 して は

い けないとい う禁忌を さす ものである。 この タブーが解禁 になる家の祭 りの 日 トゥア

リシキダ ンの 日は,ル カイ族の村人 たちにとって,も とはkaraParigariganの 歳 が終

り,新 しくkaratsugurawanの 歳 が始 まる年越 しの 日として,き わ めて意味の深 い 日で

あ った ことがわ かるのであ る。

　 こうして22日 目,24日 目には,「女 の祭 りの 日」「男のi祭りの日」とよばれる祭 日がつづ

き,そ れぞれ女 や男が屋内で小 さな儀礼 を行 って,神 霊 に供物 を供えて,さ まざまな祈

願をす る。年頭 の祈願 とい うべ きもので あろう。さ らに,25日 目のマチロコの 日には,

女 が タイマッを もって男の頭上に輪を描 き,泉 場か ら汲 んで きた水を男に注 いで"歳 が

改 った よ"と いう唱え言をい う。 そ うして,翌26日 に は,ア ワ祭 りの最終 日タチチア ン

を迎 えるが,こ の 日には,朝 早 くアワを炊 いて男達 はそれを もって ツァツ ァピピアンへ

行 く。そ こでは小 さな鉄片を先につけた葦或 いは萱の茎を1本 立て,そ のそばにブタ肉

の小片を おいて神霊に祈 り,そ れか らア リリaririと よ ばれる狩猟の旅に出かけてゆ く

のだ という。 こうして1カ 月 ほどに及ぶア ワ祭 りのすべ ての行事が終了するのである。

　 以 上,陳 奇録が ブダ イ村で採 録 したアワ祭 りの記録を もとに,祭 りの流れを私な り

に三つの部分 に大 き く分 けて紹介 して きたが,そ こではまず,新 しく収穫 した新ア ワ

をカマ ドで炊 いて神霊に供え る新嘗祭的な性格を もつ第一 の部分が ある。古 くは先祖

祭 りの儀礼 もこの部分で行われていた可能性 も存す るが詳細は不 明で ある。ついで ア

ワ祭 りの中核部分 といえ る第二の部分のツ ァツ ァピピア ンや ロミガ ンの儀礼な どが展
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開する。ここでは作物の豊作とともに,と いうより作物の豊作より以上に狩猟におけ

る豊猟の ト占と祈願が儀礼の 中心になっているように見受けられる。 さらに第三の

部分では年越儀礼に当る祭儀が中心をなすが,そ の最後にはもう一度男たちが狩猟に

出発するたあの儀礼らしいものがあり,実 際に男たちが狩猟(お そらく集団的な儀礼的

狩猟)に 出発して,こ のアワ祭 りの全過程が終っている。 というようにみて くると,

少なくとも上掲のデータによって示されたブダイ村のアワ祭 りの基本的な特徴は,豊

猟の ト占とその祈願を中心にし,そ れに豊作の祈願や年越 しの儀礼が加わったもので

あることが明 らかになってくる。

　 とすれば,私 のいう第二の部分の中心をなすアワのシトギを地炉で調理 し,そ の結

果によって ト占を行うッァッァピピアンやロミガンの儀礼が,ア ワ祭 りの全過程の中

できわあて重要な役割をもつことが注目されるのである。そこでこの部分の儀礼的プ

ロセスの詳細について,も う少 し立ち入った検討を加えることにしよう。

(3)ブ ダ イ村 の ツァツ ァ ピピア ンとロ ミガ ンの儀 礼

　　　 一 豊作と豊猟の祈願一

　 さきに も述 べたように,陳 奇録の採録 した 「ブダ イ村ア ワ祭 り記録」で は13日 目の

ツ ァツ ァピピア ンの祭 りの 日には,ツ ァツ ァピピア ンの祭儀場へ男たちが薪を運び,

モ チをつ くる ことは述べ られてい るが,そ れ以上の詳 しい ことは明 らかではない。 む

しろそ こでつ くられたモチdaidaritiを 家 へ もち帰 った あと,神 霊 に供 え,唱 え言 をい

うが,そ れについては次 のような記述がある。

　すなわ ち,ま ず作物の神霊 にモチの一片を供えて"い ま,kiadakalaの 祭 りを行 い

ます。 どうか収穫用のナイフと作物 とが うま く調和 します ように"と 唱えるのだ とい

う。 もっともこの唱え言 について は,す で に この時点では アワの収穫 は終 ってお り,

ど うして収穫の安全 をいまさ ら祈 る必要があるのか不明だ し,さ らに このブダ イ村で

も,そ の隣 にあ るキ ヌラン村で も,ア ワの収穫はすべ て手で穂を千切 って行 うので あ

り,刃 物はい っさい用い られない。 したが って 「ア ワの収穫用のナイ フ」 というの も

不思議で あ り,こ の作物 の神霊へ の唱え言 とい うのは,や や場違いな ものという印象

はぬ ぐい きれない。

　 これ に対 し,狩 りの獲物(動 物)の 神霊 に対 しては,ア ワモチを供 えたあと,"い ま,

〃刎 盈始 の祭 りを行います。 た くさんの供物を貴方 に捧 げたのと同 じよ うにた くさん

の獲物を(私 たちのために)お 集 め下 さい"と 祈 る。 また村域外で死んだ ものの霊

warakatsuに 対 して も,ア ワモチを供えて"こ れを貴方 に供 えます。 例え貴方がど こ
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にいようと,こ の供物 をお受 け取 り下 さい。"と いい,猟 場の神 に対 して もア ワモチ

の一片を供 えて,"こ の供物 は貴方 に捧げた ものです。お受 け下さい。猟場 の神 さま"

と祈 るのだ とい う。

　 さきに示 したキヌ ラン村の事例 では,ツァツァピピアヌ の祭儀場 か ら家へ帰 ったあ

との儀礼の次第 はよ くわか らなか ったが,こ のブダ ィ村の事例を補 うとその儀礼の内

容 がかな りは っきりす る。それ は新 アワのチマキの小片をい くつかの神霊 に供 えて,

そ の加護を祈 るのであ り,な かで も豊作 と豊 猟をと くに祈願する ものだ とみる ことが

できる。また,ブ ダイ村の村人 たちは,こ の 日がアワ祭 りの中で昔 か ら一番忙 しい日

だ とも述べてお り,こ のツァツァ ピピアヌの祭 りの日をアワ祭 りの中心の 日の一つ と

す る考 え方が,か な り古 くか らある ことも示 してい る6)。

　 しか し,こ のブダイ村の資料で は,ッ ァッァピピア ンの日にはア ワモチの出来 映え

をみて行 う ト占の行事 はみ られ ない。 そうしたア ワモチを用いて ト占が行われるのは

翌 々日,つ まり15日 目の ロミガ ンの祭 りの 日であ る。 この 日には,村 の成年男子の全

員がバ ラカライの家(こ のバラカラィの住む場所をロミガンという)に 集 まり,家 内安全

と豊作を祈 ったあ と,翌 年 の運命 を占う。その方法は陳奇録 の記載 によると,ま ず,

大 きなス レー トの石を薪の火 でよ く焼 き,そ れを五枚の黄麻 の葉で包む。その上 に10

箇 の小 モチ,ダ イダ リチ(ダ ラグルともよばれ,ツァツァ ピピァンの祭儀場でつくられたアワ

のシトギを固めたモチの小片)を お き,そ れか ら五枚の別 の黄麻 の葉で それを包み,さ

らにそれ らを他の焼石でおお う。 このよ うに して数分間おいたの ち,お お って いた焼

石を とりのけて モチの状態を よ くみ る。その状態 によって ト占 ん励 π捌 を行 うわけで

ある。 この場合,も し儀礼や ト占の手順 が うま くゆかないと,誰 かが村か ら出てい っ

た り,村 が二つ以上 に分 裂する前兆であ り,で き上 った モチが生の ままだ と誰 かが溺

死する。 また モチの表面に何かキズがある とイノ シシに襲われた り,そ の他の理 由で

誰 かが怪我す る前兆だ し,モ チの上 に裂 け目がある と誰かが谷 に落 ちて死ぬ前兆,モ

チが黒 く焼 けて いる ときは村 に悪い病がはや る前兆だ とい う。

　 また,こ の ト占のとき,石 が焼 かれてい る間,集 った村人 たちは狩 りの所作 の真似

を しな ければな らない。 また どんな種類の虫で もよいか ら虫 をた くさん捕えね ばな ら

ない。虫を多 く捕え るほどほん とうの狩 りの獲物が多 くな ると信ぜ られているのであ

る。 さ らに この 日の夕方 にはキアチ ャ リシkiatsarisiと よぶ豊猟 を祈願 し,蛇 の厄 災

6)ツ ァツァピピアンの祭りの日のことをワツァピwatsapiと よぶことは,前 にも記したが・ワ

ッァピというのは,本 来は一種の誕生祝いの式で,陳 奇録の調査によると,ワ ッァピの儀礼を

するまでは,正 式には村落社会の男のメンバーとはみなされないという。 したがって,誕 生後

はじめてのワツァピを迎える家族では,既 述のように,多 くのアワモチを用意 して,大 きな饗

宴の準備をするのが古いしきたりであった。
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を除くための儀礼が,や はりバラカライのところで行われるが,こ のときには集った

村人は二つの組に分れ,ア ワモチとブタ肉が神霊に捧げられる7)。

　 こうしてロ ミガンの日には,ア ワモチによるト占と豊猟を祈る儀礼が1日 を通じて

バラカライの家で行われたようであるが,上 記の説明でもわかる通 り,そ こでは農作

物の豊作を祈願する観念や行為は,ま った くといってよいほど影をひそめてしまって

いる。むしろ,そ こでは狩 りの獲物の豊猟祈願の要素が全面的に強調されていること

を注意しておきたい。また上掲の例ではアワモチの ト占はバラカライの家で大 きなス

レー トの焼石の上に小さなアワモチ10箇を置いて行われている。ところが,筆 者の報

告 したキヌラン村ではツ ァツァピピアヌの祭儀場の広場に大きな穴を掘 り,そ の中へ

多数の焼石 とともにロコッの葉にくるんだシ トギを入れて大きなアワモチ(チ マキ)

をつ くり,そ れを ト占の材料にしている。つまり,上 掲の資料による限 り,ブ ダイ村

とキヌラン村の儀礼の仕方には若干の相違がみ られることになる。

　 しかし,さ きにも指摘 したように,「ブダイ村アワ祭 り記録」ではツァツァピピアン

の日には,シ トギをもってツァツァピピァンの聖所へ行き,モ チをつ くると記録され

ているだけで,ツ ァツァピピアンで何が行われるかまったくふれていない。つまりこ

の部分の記録が欠落しているわけである。ところが,こ の欠落 した記録の戸部を補え

る貴重な資料を,わ れわれは別のところで見出すことができる。それは臨時台湾旧慣調

査会が大正11年 に刊行 した 『番族慣習調査報告書』　第五巻ノ三[臨 時台湾旧慣調査会

1922](以 下本稿では 『慣習調査』と略称する)に 記載されているブダイ社(村)の アワ

の収穫祭についての記録である。いま,所 要の個所を引用すると次の如 く述べ られて

いる。

　 既二(粟 の)収 穫ヲ了シタル トキハ月ノ改マルヲ待チ 「マサル ト」 ヲ行フ。初日早

　 朝各家祝ハ炬火及刀ヲ持シ天日二対 シ今 日当二 「マサル ト」ヲ始ムヘキ旨ヲ告ク。

　 数日ノ後新粟 ヲ取出シ之ヲ乾ス。更二五日ノ後各家祝ハ粟ヲ掲テ粉 トシ社ロノ廣場

　 二持行キ水ヲ汲来 リ之ヲ捏テ餅 トシ 「ロコッ」ノ葉二包 ミ石 ヲ囲ヒ其ノ中二餅 ヲ置

　 テ焼キ其ノー部 ヲ食 シ残部ハ之ヲ持帰テ家族二食ハ シム。

　 ここでは,ア ワの収穫祭マサル トの際には,祭 りのはじまりの日から数えて十余日

を経た日に,各 家祝,つ まり各家の司祭者がアワのシトギを もって村の入口の広場に

7)キ ヌ ラン村でも,1972年 の時点で,か つてキアチャリシkiacharisiと いう儀礼のあったこと

を記憶 していた故老がある。彼によると,昔 は村外れの定められたtakicharicharisanとい う祭儀

場で,4人 のバラカライによって祭りが営まれた。 詳細は不明だが,少 量のアワモチ,ア ワ,

ブタ皮などを集め,し ばらくおいたのち,そ の状態により占いを行い,農 作物の豊凶,首 狩 り,

村の生活の吉凶などが占われたという。 祭りのあと各家か ら1束 づっのアワを集め,こ れをバ

ラカライ4人 で分配したという。
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集ま り,こ れをね って 「ロコッノ葉 二包 ミ石 ヲ囲 ヒ其 ノ中二餅 ヲ置テ焼 ク」。 つま り

地 炉で焼石 を用 いて石む し調理 して アワモチ(チ マ キ)を つ くる儀礼の行われていた

ことがは っき り記 されて いる。その儀礼の行 われる 日時 か ら推定 して,こ れがさきの

「記録」 にみえるッ ァッ ァピピアンの儀礼 に当 るものだ とい うこともほぼ間違いない。

となる とブダィ村において も,キ ヌ ラン村で筆者 が記録 したの と同 じよ うに,か つて

はツ ァッァピピア ンの祭儀場で地炉 によってア ワのチマキがつ くられて いた ことが明

らか にな る。だが,そ れにつづいて ト占が行われていたか どうかはまだわ か らない。

その検討 はもう少 し後 で行 うことに して,『 慣習調査』の 記載 をあ と少 し読 み進む と,

そ こにはまた別の興 味ある記事 がでて くる。す なわ ち,

　 「マサル ト」 ヲ畢 ヘタル後数 日間全社路普請(ス ワダラン)二 従 フ。 月末 二近 ッキタ

　 ル トキ 「パ ラ リキ リキ」及 「マチ ロク」 ノ式 ヲ行 フ。即全社 ノ牡丁等大頭人家 ノ庭

　 二集 リ女一人木杯二水 ヲ汲 テ持来 リ手 ヲ以 テ其水 ヲ壮丁等 二振掛 ク。此 日鰍 　 ヲ作

　 リ婦女等終 日遊戯 ス。 翌 日 「マブソアヌ」 ヲ行 ヒ男子一同狩猟 二赴 ク。 月 改マ リテ

　 禁忌 ヲ解 ク。

　 ここにい うパ ラ リキ リキお よびマチ ロクの式 というのは,さ きの 「ブダイ村 アワ祭

り記 録」にマチ ロコと して記載 されてい る儀礼 に当ることは間違いない。筆者 もキヌ

ラン村で,ア ワ祭 りの最後の 日に,頭 目家の前庭に集 った男たちに,村 の女 が二つの

瓢箪 に水 を汲んで きてふ りかけ(こ の水を男にふりかける儀礼的所作をパラリキ リキという),

年 越 しと翌年 の豊猟 とを祈願す る唱 え言をい うマチ ロコmachirokoの 儀 礼が行われて

いた ことを記録 してい る8)。 また,マ ブソア ヌとい うのは,『 慣習調査』に よると,

同 じル カイ族 のチ ャボガ ン社の アワの収穫後の祭 りの記 載の中に 「第10日 ハ 「マブ ソ

アヌ」 ト称 シ,粟 ヲ社 ロノ廣庭 二持行 キ之 ヲ大武山及 タカ ラウスノ霊 二供 シ以 テ好猟

8)キ ヌラン村の老人たちの語るところによると,ア ワ祭りの最終日に行われるマチロコの祭り

というのは,次 のようなものだったらしい。

　　まず,こ の日には,村 の娘が2人,小 さいヒョータンニつをもって泉へ水を汲みに行 く。

そのとき一緒にカヤの茎(borabul)とtokoの 茎 をとってきて,こ の村の頭目の家の前におく。

頭目は家の中に収納していたアワ穂の中から1～2束 を持ち出し,こ れを屋根の上にのせて日

に乾かす。 やがて村の男たちが頭目家の前庭に集ってきて座 りはじめるが,し だいにその数が

ふえ,す べての男が集ったところで,さ きに娘が汲んできた二つのヒョータンの水の中へ,そ

れぞれブタの皮の小片 肋∫ηを五つほど入れる。また,女 がタイマツを小さく束ねて火をつける

と,そ の中へもkirinを 入れる。それからborabulとtokoと を水につけて集った男たちに女が水

をふりかける。この水をふりかける儀礼的所作を ρα艇齢 弼 とよぶが,こ れは,村 の老人たち

によると,男 の古い心と身体を洗い流して新 しくする儀礼であり,こ れによって新しい歳には

獲物がよくとれて,す べてがうま くゆくようになると信ぜ られていたようである。また,こ の

ときには 「古い歳はこれで終 りました。これから新しい歳になります。 新しい歳がよい歳であ

りますように。 男が狩猟に行ったら獲物がたくさんありますように」という意味の唱え言を唱

えるともいう。 それが終ると女は使っていた道具を村の外の定った場所へ持って行って捨て,

また頭目家の前庭に集った男たちも解散する。 こうしてマチロコの儀礼は終るが,そ のあと,
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豊作ヲ祈ル」 とあるのと同一の儀礼 と推定される。 したがって,ブ ダイ社で 「マブソ

アヌヲ行 ヒ男子一同狩猟二赴ク」 とあるのは,村 の入口で豊猟の儀礼を行ったのち狩

猟に出かけたことを示すものであり,さきの 「ブダイ村アワ祭り記録」の中にタチチア

ンと称 し,ア ワ祭りの最後の日にツァツァピピアンの祭儀場で儀礼を行ったのち男た

ちが狩猟に出発すると記録されている事実とも一致する。またキヌラン村でも,同 じ

日にかつての頭目家のアワで飯を炊 き,村 の入口の大樹の下で,こ のアワ飯を供して

儀礼を行 ったのち,お そ らく村の男たちが集団で儀礼的狩猟に出かけたという伝承が

残されている(注8参 照)。

　 いずれにしても,ブ ダイ村やキヌラン村におけるアワ祭 りは,伝 統的にはこうした

儀礼的狩猟に出かけることでその幕を閉じることになっていたようである。そのこと

と,本 稿で主 として問題にしようとするッァッァピピアヌやロミガヌにおいて地炉に

よるモチ(チ マキ)つ くりと ト占が行われ,豊 作と豊猟が祈願されるというアワ祭 り

の中心的行事 とは,い ったいどのように関係するのだろうか。また,こ のようなアワ

のモチ(チ マキ)を つくって豊作 ・豊猟を祈願する一種の予祝儀礼が,台 湾南部の山

地民の間にどのように分布 しているものなのだろうか。

　 こうした問題を考えるためには,ブ ダイ村とキヌラン村の事例のみでは十分ではな

い。 もう少 し他の例を補 う必 要 が ある。そこでいままでにも参照 してきた 『慣習調

査』のほか,さ らに 『蕃族調査報告書　排彎族 ・獅設族』[台湾総督府蕃族調査会1921,

本稿では以下『蕃族調査』と略称する]に よって,ル カイ族の他の村々をはじめ,パ イワ

ン族の各村の例を比較して,こ の問題の考察を進めることにしたい。そのためには関

係データの提示と整理がまず必要であろう。

キヌラン村では,そ れまで狩猟に行って獲物をとったことのないものは,頭 目の家からそのま

ま自分の家に帰ってしまうが,狩 猟に出て獲物をとったことのある男たちは,頭 目家の前に残

って別の祭 りをする。それは次のように行われたものだという。

　 まず,男 たちは,頭 目が屋根に乾したアワをとり下げ,こ れを臼に入れて揚き,そ のアワ

で飯を炊 く。 この飯のことをkutsuganuと い うが,で き上るとこの飯をもって集落の位置する

斜面の上部にある道路脇(つ まり村の入口といえる場所)の 大樹の下へ行く。 そこで小さく切

ったブタ皮kirinを10箇 ほど鹿皮の上にのせ,こ れを両手にもってまわしながら 「今年も狩りで

獲物が沢山とれますように」と祈願する。 祈 りを行うものは必ずしも決っていないが,老 人の

中の主だったものがやったという。 その後,用 意 したアワの飯を食べ(量 が少ないので老人だ

けが食べる),そ れから昔は実際に狩猟に出かけたものだというのである。

　 つまり,ア ワ飯を炊いて村の入口で豊猟の祈願を行い,実 際に狩猟に出かけたというのだか

ら,こ の儀礼が,さ きに述べたブダイ村のマブソァンあるいはタチチアンの儀礼に当ることは

間違いない。が,キ ヌラン村での聞き取 りでは,そ れがマチロコの翌日ではなく,同 じ日に時

間とメンバーを少し替えて行われることになっている。 キヌラン村でも,か つては豊猟の儀礼

を営み,そ のあと村の男全員による儀礼的共同狩猟に出かけることで,ア ワ祭りが終っていた

ことは確かなようである。
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2.周 辺村落 にお ける諸事例

　筆者の調査村キヌ ラン村の北隣 にあるブダイ村 の資料 はすで に紹介 してきたが,南

隣のアデル村で も,ア ワ祭 りの ときには同 じような豊作 ・豊猟の祈願や儀 礼的狩猟 が

かつて は行われていたよ うで ある。 『慣習 調査』 にはこの村の アワ祭 りについて次 の

よ うな記述 がある。

　事例1ア デル社 粟 ノ収穫 ヲ了 シタル トキハ 「マ リバテ」(餅 ヲ焼クコ ト)ノ 式 ヲ行

　フ。番祝頭人家二至 リ新粟 ヲ掲テ餅(長 一尺程ノ)ヲ 作 リ社 外二持行 キ 「ルクツ」(草

　ノ名葉広シ)ノ 葉 二包 ミ焼テ コレヲ穀神 二供 シ之 ヨリ新粟 ヲ食 スヘキ旨ヲ告 ク。此 日

　全社 ノ民此 二集 リ祝 乃餅 ヲ細切 シー 同二分配 シテ食 シム。「マ リバテ」ノ後 日ヲ定 メ

　テ数 日間全社道普請 二従 フ。之 ヲ 「スワダ ラン」 ト云 フ。路普請畢 ラバ 「マチ ロク」

　 (交通ノ禁ヲ解クノ義)ト 称 シ全社 ノ壮丁銃(銃 ナキトキハ弓矢 トス)ヲ 持 シ社外 二出

　ス。此時未婚 ノ女二人瓢 ヲ持 シ路 ノ左 ト右 二別 レ各 々井 ヨリ水 ヲ汲来 リ之二 「ラカ

　 ツ」 ト称 スル草及茅 ヲ浸 シ社外 ヨ リ帰来 スル壮丁 ヲ待受ケ之 ヲ以テ水 ヲー 々振掛 ク。

　之 ヲ 「パ ラリキ リキ」(社 外 ヨリ従 ヒ来レル邪鬼ヲ祓フナリ)ト 云 ウ。其翌 日 「マブソア

　 ヌ」 ヲ行 ヒ壮丁一同 出猟 ス。 未婚 ノ女ハ鰍擁 ヲ作 テ遊戯 ス。[『慣 習調査』　1922:

　 141]

　 この村で もアワ祭 りに際 して は,番 祝(村 の司祭バラカラィのこと)が 頭 目家に行 っ

て新 アワを椙いて長いモチ(チ マキ)を つ くり,集 落外 の特定の場所(地 名は不明だが,

おそらくツァッァピピアヌであろう)で これをルクツの 葉 に包んで 焼 き(お そらく地炉で

焼石を用いてむし焼きにしたものであろう),神 霊 に供える儀礼 を行 い,さ らにマチ ロクの

祭 りとマブ ソア ヌの儀礼を行 ったあと,村 落 の成年男子全 員で儀礼的狩猟 に出か けて

アワ祭 りを終 ってい るわけである。 この祭 りの構造が さきにみたキヌ ラン ・ブダ イ両

村のア ワ祭 りと同一の ものを示 していることはいう迄 もない。

　 しか し,同 じル カイ族で も台東平野に近 いところに立地 している タラマカオ(大 南)

村 では祭 りの様子がかな り違 って くる。『蕃族調査』による と,

　 事例2　 タラマカオ社　ア ワの収穫後 のマ リバ リバ ツの祭儀には,第1日(バ スラモ)

　 各戸ニテ酒,粟 粉,餅 等 ヲ造ル。第2日(キ ャタラル)里 芋 ヲ掘来 リ其 ヲ2箇 ダケ煮

　 ル其間二男ハ山 ヨリル コツ草 ヲ取 リ来 ル。第3日(ア リリ)ル コツ草 ニテ粟 ト里芋 ト

　 ヲ包 ミ其 ヲ畑二持行 キテ神 二供ヘテ豊作 ヲ祈 ル。了 レバ再 ビ其 ヲ携ヘテ帰 ルモ途 中

　 ニテ食 ス。此日青年等ハ薪 ヲ取 リ来 リテ社 ノ入 ロニ積 ミ其上二石 ヲ載 セテ帰ル。帰 ス

　 レバ飲酒 ス。第4日(ワ チャビ)早 朝社 ノ入 ロニ赴キ前 日積 ミ重 ネタル薪 二火 ヲ放 チ
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　上 二載セ アル石 ノ焼 ケ残 リタル中二芭蕉 ノ葉二包 ミタル粟団子 ヲ入 レテ焼 ク。 出来

　上 レバ社 二帰 リテ其 ヲ食 シ酒 ヲ飲 ム。 ソ レヨリ道路 ノ修理 二出ヅ。(以 下略)と ある

　 [『…蕃族調査』,1921:75-76]。

　 後半 の記述 は,『ツ ァツ ァピピアヌの儀礼 における地炉 によるアワモチつ くりの準備

とその実施を語 った ものだが,前 半の記述 には祭 りの2日 目にサ トイモを掘 り取 って

きて煮 る こと,3日 目にはア ワとと もにこの サ トイモをル コッ草 に包み,耕 地 へ もっ

てゆ き,神 霊 に豊作を祈 ることが語 られて いる。 アワ祭 りの前段 にサ トイモが登場 し,

しか もこれがア ワとと もにル コッ草 に包 んで供物 とされ る点 に,こ の事例の注 目すべ

き特徴があ るよ うに思 えるのであ る。また,こ の祭 りには全体 として狩猟要素 が乏 し

いことも,キ ヌラン村や ブダ イ村のそれ と異 なる点の一つに数え ることがで きそ うで

ある。

　 と ころが,こ の タラマカオ社 にはア ワとは別 に ヒエの収穫後の祭 りの伝承が あ り,

そ こにはきわ めて素朴な形 で豊猟祈願の観念が表現されている。 同じ く 『蕃族 調査』

によると,

　 事例3　 タラマカオ社の ヒエ収穫後の祭(ワ ラボナオ)　 一人 ノ女屋外 二出デテ先 ッ蕃布

　 ヲ前 二拡ゲ左手 ニテ其中二豚脂 ヲ入 レ,右 手二茅一本,苺 一一本,火 ヲッケタル松明

　一 本,鬼 茅一 本,弓 矢一本 ヲ持チテ獲物 ア ラシメ ヨ ト呪ル。了 リテ家二入 レバ男バ
　 　 　 　 　 　 　 　 カラバツ

　頭目ノ家二赴キ大網袋 ト矢 トヲ東二向ケテ置キ其上ヲ火ノッキタル松明ニテ祓 ヒ大

　網袋ノ中二獲物ヲ入レシメヨト呪ル。とある[『蕃族調査』　1921:76]。

　 ヒエの収穫とこの素朴な豊猟祈願がどのように関係するかはいまのところ不明とい

うほかはない。だが,ア ワの収穫祭に狩猟的要素を欠いたこの村で も,ア ワの収穫後

1カ 月半ほどして訪れるヒエの収穫直後に,上 記のような豊猟祈願の儀礼が行われる

ということは注目すべきであろう。この事実は雑穀類の収穫と狩猟儀礼とが,ど こか

で深 く結びつ く可能性のあることを示唆しているように思えるのである。

　 以上,『 蕃族調査』や 『慣習調査』によって,ア ワ祭 りのときに新アワのモチ(チ

マキ)を 地炉でつくり,豊 作や豊猟を祈る儀礼が,キ ヌラン村やブダイ村以外のルカ

イ族の村々でも行われていたことを述べたが,こ れと同種の儀礼はパイワン族の村々

でも行われていたようである。煩をいとわずに,そ のうち代表的だと思われる二,三

の事例をあげておくことにしよう。

　 まずラバル蕃のバ リラヤン社。ここでは,『蕃族調査』によると,ア ワの収穫祭(マ

サル ト)の7日 目マブソアンの日には次のような行事が行われるという。

　 事例4　 ラバル蕃パリラヤン社　小サキ粟餅ヲ造 リ社外二出デテ其 ヲ石 ノ下ニ テ蒸 シ
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　 出来 映ニテ吉 凶ヲ トフ。餅二水気 ア レバ雨量多 クシテ粟豊作 ナ リ。若 シ孔 ヲ生 ズ レ

　 バ天 然痘流行 シ,石 アレバ殺害セ ラル。木 ノ芽 ア レバ誠首セ ラレ,獣 毛 ア レバ獲物

　 ア リ,毛 髪 ア レバ誠首ス等。了 レバ豚 肉ヲ以テ悪魔 ヲ払 ヒ以 テ武運長久 ヲ祈 ル[『 蕃

　族調査』　 1921:72]。

　 この事例 で注 目すべ き点 は,小 さいア ワモチを村の外 に設け られた地炉で調理 し,

そ の出来工合 によって ト占を行 う点で ある。 これ はツ ァツ ァピピアヌの祭儀場で アワ

モチ(チ マキ)を つ くり,そ れを用いて ト占を行 うキヌラン村の儀礼 と基本的な特徴

において一致す るもので ある。いままでルカイ族の村 々の例では,村 外の特定 の場所

で地炉 によって アワモ チ(チ マキ)を つ くることは報告 されていて も,そ こで ト占を

行 うことは述べ られていなか った。む しろアワモチの ト占は ロ ミガヌなどバ ラカライ

の家屋 内で行われ るとい う例が多 か った。 その点,こ の事例4は,村 外 のおそ らく特

定 の広場で,村 人の運命 をめ ぐって ア ワモチによる ト占が行 われた ことを伝 える貴重

な例 といえるだ ろう。

　 しか し,こ の ほかのパ イワン族 の村 々において も,ア ワモチの ト占が家屋 内で家族

を単位 に して行われた り,バ ラカ ライが村 を代表 してその儀礼 を執行 した りす る例が

ある。 ブツル蕃 マシ リジ社 において マサル ト(ア ワの収穫祭)の4日 目と5日 目に営 ま

れる祭 りは,そ れに当 って いる。 『蕃族調査』 によるとその祭 りは次のよ うな もので

ある。

　事例5　 ブツル蕃マシリジ社　 四 日　 ツマ ァリップ　鶏鳴 ト共 二 婦女 ヲ外出セ シメ男

　 ノ ミ残 リテ肉 ヲ夷ル。其 ヨリ 「ビヤ」 ノ葉 ヲ列 べテ神 二供へ豚骨 ヲ削 リッッ幸運 ヲ

　祈 ル。了 レバ芭蕉 ノ葉二豚肉 ト粟粉 ヲ包 ミテ燧灰 ノ中二入 レテ蒸ス。之ハ翌年 ノ粟

　 作 ヲ トフ為ニ シテ,ヨ ク蒸ルル時ハ豊作ナ リ。葉 ガ焼 ケル カ或ハ生 蒸ナ レバ凶作 ナ

　 リ。了 レバ其 ヲ男ノ ミニテ食 ス。

　 五 日　 ツマ ァ リップ。パ ラカライ社 外二出デ テ前 日各戸ニ テ行 ヒシ ト同 ジ事 ヲ行 フ。

　 但 シ此 日ハ儘 ノ代 リニ火 ヲ焚 キテス。蒸 シタル餅ハパ ラカ ライ食 スル モ,時 ニハ其

　 儘棄テ置 クコ トア リ。パ ラカライ帰社 スレバ各戸 ヨ リー甕 ヅッノ酒 ヲ集 メテ社 人全

　 部ニテ飲酒ス。

　 六 日　 マブ ソア ン。一人社外 二出デ テ鳥声 ヲ聴 キ吉 ナ レバ社人一同 出猟ス。一 日狩

　 猟 ス レバニ 日目ヨ リ出草 スル ヲ普通 トス。………マブ ソア ンハ五 日間 ナ リ。其間伐

　 木除草 等 ヲ禁 ズ[『 蕃族調査』　 1921:79,80]。

　 ここでは4日 目の儀礼 は各家族単位 に,5日 目の儀礼 はパ ラカ ラィ(村 の司祭)が

村落外の聖所に赴き,そ れぞれ粟粉(つ まりシ トギ)を バナナの葉 に くるんで炉の灰や
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焚火の中に入れて,一 種の地炉調理 を行 い,で き上 ったモチ(チ マキ)を 用いてアワ

の豊作の ト占を行 っている。その後第6日 目には村の男子 がそろって儀礼 的狩猟 に出

かけ,さ らにそののちには出草(首 狩 り)に 出た とい う。 出草の問題は本稿 の課題

とはなれるので しば らくお くとして も,こ の例ではア ワ祭 りの 中心的行事 としてのア

ワモチによる ト占が,家 族毎 と村司祭 によるものの二重構造 になって営まれている。

しか し,そ の後 の儀礼的狩猟の際には,そ れに出発する前の豊猟儀礼の要素 が欠 けて

いる。 これに対 し,次 に述べるブ ッル蕃のマ カザヤザヤ社 の例で は,ア ワモチの ト占

とともに豊猟儀礼の要素 もみ とめることがで きるよ うである。'すなわち 『蕃族調査』

によると,マ サル トの第5日 目の項に,

　事例6　 ブツル蕃マカザヤザヤ社　五 日　 シマア リブ　パ ラカ ライ,カ サギザ ンノ家二

　来 リテ火 ヲ焚 キ燃 エタル時二餅 ヲ其 中二入 レテ翌年 ノ吉 凶ヲ トフ。六 日 頭 目,肉

　酒,粟 餅 ヲ携ヘテ休憩所(村 の入口にある公共の休み場。 佐々木 注)二 赴キ,ビ ヤ ノ

　葉 ノ上二其 ヲ載 セテ祖先 二供 スレバ,パ ラカ ライ其前二出デテ祈疇 ス。七 日出猟ス。

　 [『蕃族調査』　 1921:83]と あ る。

　 また 『慣習調査』 の方 をみると,同 じマカザ ヤザ ヤ社のマサル トの3日 目の項に,

　 事例7　 ブツル蕃マカザヤザヤ社　第3日 ハ 「ツマウ リブ」 ト称 シ男祝祭屋 ノ前庭 ニテ

　豚 ヲ屠 リ屋内二入 リ石 ヲ立 テ穴 ヲ作 リ其上 二平 ナル石板 ヲ置キ粟 ノ粉 ヲコネテ餅 ト

　 シ之 ヲ其 ノ石 ノ上 二置キ下 ヨリ火 ヲ焚キテ之 ヲ焼 キ其 ノ小片 ヲ切 リ取 リ又豚 ノ脂肉

　 ヲ少 シヅッ取 リ此ニ ッヲ屋 内ノアチコチニ挿込 ミテ霊 ヲ祭ル……第4日 …頭人男祝

　 ト共 二酒一瓶及餅若 干 ヲ持 シテ社 ロノ 「バ コン」(首 架のあるところ)二 至 リ猟神 ブ

　 ラルヤ ヌヲ祭 リ野獣 ノ霊 ヲ招来 ス。……第5日 ハ 「マブソア ヌ」 ト称 シ出猟 ス……

　 (以下略)[「 慣 習調査』　 1922:159,160]。

　 事例6・7は 内容に若干 の異 同が あるが,ほ ぼ同 じ儀礼を さす ものと思われ る。そ

れに よると,村 の司祭 は家屋 内に,特 別な石 のカマ ドを設け,ア ワモチをつ くって ト

占を行 い,翌 日には村の入口で供物を捧 げて豊猟 の儀礼を行い,そ の後 マブソア ヌと

よぶ儀礼的共同狩猟に村人 たちが出か けた とい うのである。

　 この ように地 炉ない しそれに代 るカマ ドなどによ って アワモチ(チ マキ)を つ くり,

それ によ って吉凶や豊作 ・豊猟 を占い,さ らにその後,村 外の特定の場所 で豊猟 の儀

礼 を行 った のち儀礼的狩猟に出かけてゆ く。 とい うよ うなアワ祭 りの様式は,い まま

で に述べた村 々のほか,『 蕃族調査』や 「慣習調査』 による と,パ イ ワン族の オアル

ス社やサ カラヌ社その他,戦 前 にブツ ル蕃 とよばれた人た ちの村む らに点 々と分布 し

ていたよ うである。つま りアワ祭 りの中心的行事 として,上 述の ような特徴 を もつ儀
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礼を営む村々は,台 東平野にのぞむルカイ族のタラマカオ(大 南)社 と阻寮渓上流域

に立地するルカイ族の村々を含むいわゆるルカイプロパーの地域を中心にして,そ の

西 ・北に当るパイワン族のラヴァル蕃およびブッル蕃の地域にも,散 在的に分布 して

いたことがわかるのである。

　これらのパイワン族のうち,戦 前にラヴァル蕃とよばれた人々については 「パイワ

ン族の西北隅に多少弧立した位置にあること久しく,隣 接のルカイ族との通婚や文化

交流 も少なからず,(パ イワン族の中では)幾 らか特異の文化的色彩をもつに至った

と考え られる」とされ,ま た,ラ ヴァル蕃の 「領域の東南部はルカイ族の来住 ・混入

によって成立した比較的年代の浅い村々によって占められ」ていることも明 らかにさ

れている[馬 淵1974b:363]。 つまり,7xeイ ワン族のなかでもっとも北部 に居住す

るいわゆるラヴァル蕃の居住域の文化は,ル カイ的な文化要素の混入によって強 くい

うどられていることが知られるのである。

　このような観点に立って,表2(P.142)を よくみてみると,ア ワ祭りの際に焼石に

よる石むし調理法によってアワモチ(チ マキ)を つくる儀礼の諸形態のうち,後 述の

ように,も っとも典型的な形と考えられるAの 型式の儀礼が集中するのは,ル カイ

プロパーの領域とこのラヴァル蕃の領域を含んだルカイ族の文化の及んだ地域である。

また,儀 礼が家族のレベルではなく,ム ラを単位とする集団的な形で営まれるのも,

このルカイ族の文化の及んだ地域だということができる。このような点から,こ の種

の儀礼は,も ともとルカイ族の文化を構成する一要素であったとみなす ことができる

のではなかろうか。

　いずれにしても,ア ワモチ(チ マキ)を 地炉あるいはそれに代るような一・種の炉で

焼石を用いて調理し,そ のモチの出来工合によって占いを行うという慣行は,ル カイ

族の村々や隆寮渓中流域以北のパイワン族の村々に主 として分布 し,そ れ以南の地域

一 馬淵東一らの分類によると[馬淵　1974b:359-370] ,加 走山漢,プ ンティー渓以南のパイ

ワン族の村 一々 には,そ の分布をみとめることはできないようである。

　 ということは,こ の種の儀礼慣行は,か なり狭い地域に限られた分布を示 している

ことになる。どうして,そ の分布域が限定されているのか。さきにも述べたように,

それがルカイ文化の拡が りと関係することは間違いないようだが,ル カイ文化のどの

ような特徴とそれは関連 しなが ら分布域を形成したのか。あるいはこの儀礼の分布域

を越えたところでは,他 のどのような儀礼要素にそれがおき替えられてゆくのか。そ

のほか,こ の慣行の分布が,地 域的に限定されていることに関係 して,い くつかの疑

問点が出てくるが,そ れらの問いへの解答は,こ の種の慣行の分布域以外の地域にお
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けるア ワの収穫祭 についての くわ しい研究を行 ったあとで,そ のデータと比較す るこ

とに よっては じめて得 られる ものである。

　 したが って,そ う した問いへ の解答は,こ こでは しば らく留保する ことに し,む し

ろ,次 には この種 の儀礼や慣行 の,こ の地域 内におサるヴ ァリエー シ ョンを検討 し,

それ らの もつ文化史的意味 について若 干の考察を試みてみる ことにしたい。

3.若 干 の 考 察

　　　 ～ 新アワのチマキの地炉調理法 と豊猟の祈願をめ ぐって

　いままで述べてきたように,ア ワ祭りにおいて新アワのシ トギを一種の地炉で石む

しにしてアワモチ(チ マキ)を つ くり,そ の出来工合によって翌年の豊作 ・豊猟や吉

凶を占うという慣行は,ル カイ族及びパイワン族の北部の地域に集中的に分布 してい

るが,細 かくみると,そ の儀礼の形態にはい くつかの違いがある。表2は そのうちか

ら問題になると思われる点を,い くつか選び出して整理 したものである。 この表によ

って儀礼形態の異同を検討することから,こ の章の考察をはじめることにしよう。

　 (1)新 ア ワのチ マキづ くりと ト占の諸形態

　まず,こ の種の儀礼が営まれる場所とアワモチ(チ マキ)の 調理形態についてみる

と,表2に 示したように,大 別すれば三つの形態がみとめられるようである。

　(A)村 の入口あるいは村の付近にある聖所など村落外の特定の場所に地炉をしつ

らえ,そ こで新アワのシトギを石むししてアワモチ(チ マキ)を つ くるもの。(B)司

祭(バ ラカライ)の 家に村の男たちが集まり,そ こで或る種の炉によってアワモチを

石むししてつくるもの。(C)各 世帯ごとに各家のカマ ドのところで新 アワのシトギ

を石むししてアワモチをつくるものの三つである。

　このうち,キ ヌラン村やブダイ村では,さ きにもくり返し述べたように,ツ ァッァ

ピピアヌの祭儀場でAの 型式の儀礼が,そ の翌日にはバラカライの家 ロミガヌでB

の型式の儀礼が営まれていたわけである。これに対 し,ア デル社やタラマカオ社ある

いはパ リラヤン社などでは,村 の入口や村外の祭儀場などでアワモチを石むしするA

型式の儀礼のみが知 られていて,Bあ るいはC型 式の儀礼の存在については報告さ

れていない。逆にマカザヤザヤ社では,村 司祭の家でアワモチを石むしして占いを行

うB型 式の儀礼のみが報告されていて,村 外の地炉でアワモチ(チ マキ)の 石むしを

行うA型 式の儀礼は知 られていない。しかし,このようにA型 式の儀礼がな くBの ぞ
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表2　 アワ祭りの際に石むし調理法によってアワモチ(チ マキ)

　　　をつ くる儀礼の諸形態

村 落 名 A B C D E F 備 　 　 　考

ル

カ

イ

族

パ

イ

ワ

ン

族

キ ヌ ラ ン

ブ ダ イ

ア デ ル

タ ラ マ カ オ

チ ャ ボ ガ ン

パ リ ラ ヤ ン

(ラ ヴァル蕃)

上 パ イ ワ ン
(　 〃　　 )

マ シ リ ジ

　(ブ ツル蕃)

サ カ ラ ヌ

　(　 〃　 )

オ ア ル ス
　 (　 〃　 )

マ カザヤザ ヤ

　 (　 〃　 )

ス ボ ン 群 社

◎△

○

◎

◎

○△

e△

◎△

◎△

○△

△○

(ロ　　　ロ
㌔.ノ

○

o

◎

○

○

○

1972年 佐 々木調 査

Chen　 Chi-lu,1956

『慣 習 調 査』,

　 　 　 　 1922=142

『慣習 調 査』,

　 　 　 　 1922:141

r蕃 族 調 査 』,

　 　 　1921=75,　 76

『慣習 調 査 』,

　 　 　 　 1922=140

r蕃 族 調査 』,

　 　 　 　 　1921=72

『慣 習 調査 』,

　 　 　 　 1922=149

『蕃 族 調査 』,

　 　 　 1922:79,　 80

『慣 習 調 査』,

　 　 　 　 1922:151

r蕃 族 調 査 』,

　 　 　 　 　 1921=85

r慣 習調 査 』,

　 　 1922:159,　 160

r慣 習調 査 』,
　 　 　 　 1922=186

A　 村落外の特定の場所(祭 儀場)で,地 炉あるいは焼石によってアワモチをつくる慣行

B　 司祭(バ ラカライ)の 家で,焼 石または炉によってアワモチをつくる慣行

C　 各家で焼石または炉によってアワモチをつくる慣行

D　 場所は不明だが,焼 石あるいは炉でアワモチをつくる慣行

E　 猟場において,地 炉あるいは焼石によってアワモチをつくる慣行

F　 上記の儀礼との関係する場面にサ トイモが登場する例

　◎　　集団で行われる儀礼　　　　　　　　　　　○　　おもに世帯毎に行われる儀礼

○　　司祭と数名の選ばれた若者で行う儀礼　　　e　 　バラカラィが1人 で行う儀礼

　ム　　アワモチの ト占を伴うもの　　　　　　　 ○　　詳細不明のもの

れだけが存在す るとい う例 は,表2を みて もわ かるように マカザ ヤザヤ村のみで ある。

また,各 戸 でそれぞれ アワモチの石 む し調理 を行い,そ のモチで占いをす るとい う例

も確実な報告例 は,マ シ リジ社のみで,他 のサカ ラヌ社 の場合は,ア ワ祭 りの 「第3

日ハ"ク マバ イ"ト 称 ス。各戸新粟 ヲ以テ餅 ヲ作 リ食 ス。第4日 ハ"ッ マ ウ リブ"ト

称 ス。 粟粉 ヲネ リテ餅 ヲ作 リ之 ヲ石 ノ上 二置 キ 其上 二 石 ヲ置キ下 ヨ リ蒸焼 キニス」

[『慣習調査』　 1922:151]と あ ることか ら,や や不確実ではあるが,お そ らくCの

型式 と思われ るが,オ アルス社 の場合 にはA・B・Cい ず れの型式 に属す るか はま っ

た く不明 なのであ る6
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　というふうにみて くると,こ のアワモチ(チ マキ)を 焼石を使 って石む し調理する

儀礼の中で,も っともひろく分布しているのは,A型 の儀礼であることがよくわかる。

すでにキヌラン村やブダイ村の事例,あ るいは事例2で くわ しく述べたように,こ の

A型 式の儀礼を行うたあには,前 日か ら村の若者たちが大量の薪を集あ,祭 儀場に穴

を掘 り,当 日は早朝からたくさんの石を集めて長時間に亘ってそれをよく焼 くなどの

準備が必要である。また各世帯から集めた新アワのシトギを大型の葉にくるんで大き

なアワモチをつ くり,こ れを実際に地炉でむ し焼きにするなど,ム ラが一つの単位と

なって大型のチマキづ くりの作業が実施される。

　 ところが,Bの 場合には,ブ ダイ村の例では,確 かに村の男たちがすべてバラカラ

イの家に集り,儀 礼を行っていたが,そ の儀礼は大きなアワモチを地炉で実際に調理

するのではなく,黄 麻の葉で包んだアワモチの小片を加熱した石板でおおい,屋 内の

カマドで即席の石む し調理を行うものである。その目的は小さなアワモチをつ くり,

その出来工合によって ト占を行 うためで,こ のように地炉によるアワモチの石むし調

理を模倣した儀礼行動を行うこと自体は,きわめて呪的な行為だということができる。

そういえば,こ の石む し調理を行っている間に集った男たちは狩猟の所作を真似て小

さな虫を捕えねばならない し,そ の数が多いほど本当の狩猟で獲物が多 くなると信じ

ていたことは,す でに指摘 した通りである。

　 このようにBの 型式の儀礼においては,一 般に呪的象徴性がきわめて高 くな り,

儀礼の形態が相対的に精巧化 しており,古 拙な面影はみ られな くなる。したがって,

もともとこのB型 式の儀礼がまず存在していて,の ちにA型 式のように実際に大き

なアワモチを地炉で調理するものに,儀 礼の形態が変化したとは非常に考え難い。む

しろAの 型式の儀礼がまず存在 し,そ の儀礼要素を模倣し,縮 小 し,呪 術的象徴性

を著 しく高めたものとしてBの 型式の儀礼が生み出されたものと考えられるのでは

なかろうか。A・B二 つの例が並存している例は,　Aか らBへ のうつり変 りの段階を

示 しているものであり,ま た,事 例5に 示したマシリジ社の例のように,バ ラカラィ

(村司祭)が1人 で村外の祭儀場でアワモチを焼石を用いて調理し,吉 凶の ト占を行

うというのも,Aか らBへ の変化の中間形態を示すものとみることができるであろ

う。

　 いずれにしても,こ の儀礼の形態については,A型 式の村外の特定の場所に地炉を

設けて,そ 乙で新アワのシトギを材料にアワモチ(チ マキ)を 焼石で石むし調理 し,

さらにその出来工合によってさまざまの ト占を行う,と いうのが古い形式であったこ

とは間違いないようである。
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(2)ア ワモチの地炉調理法 と根栽農耕文化

　ところで,野 外に大きな穴を掘 り,多 数の焼石をつくり,調 理しようとするものを

大型の葉にくるんで焼石を敷きつめた穴に入れ,そ の上を焼石でおおって,む し焼き

にするいわゆる石むしの調理法(地 炉調理法)は,周 知のように,現 在では ポリネシ

アを中心とするオセアニア地域にひろく分布 し,も ともとタロイモやヤムイモなどの

イモ類を主作物 とする根栽農耕文化 と関係の深い調理法だと一般に考えられている。

もっともこの地炉調理法と根栽農耕文化 との関係は,オ セアニア世界において,そ の

結びつきが証明されているのみで,根 栽農耕文化の発生地と仮定される東南アジァの

森林地帯において,古 い時代に両者が結びついていたことが確証されているわけでは

ない。また,土 器の出現とこの地炉調理法との先後関係についても必ず しも意見が一

致しているわけでもない9)。 しかし,オ セアニア世界においては,さ きにも述べたよ

うに,両 者が密接に結びついていること,焼 石を用いる地炉調理法はきわめて原始的

な調理法の特色を有し,そ れが原初的な根栽農耕と結びついてもおかしくないことな

どを考えれば,東 南アジアにおいても,古 い時代に根栽農耕 と地炉調理法が結びつい

て存在 していた可能性も少な くないと考えられるのである。

　 こうした仮説をもって,も う一度,い ままでにとり上げた台湾山地民の資料を見直

してみると,さ きに事例2に とりあげたルカイ族のタラマカオ(大南)村 のアワの収穫

祭の事例の中で,そ の第2日 目に 「里芋 ヲ掘 リ来 リ其ヲニ箇ダケ夷ル。其間二男ハ山

ヨリ,ル コツ草 ヲ取 リ来ル」とあり,翌 第3日 にはこの 「ルコッ草ニテ粟 ト里芋 トヲ

包 ミ,其 ヲ畑二持チ行キテ神二供ヘテ豊作 ヲ祈ル6了 レバ再ビ其 ヲ携ヘテ帰ルモ途中

ニテ食ス……」 とあるのが注目される。事例2に 示 したように,ア ワモチの地炉調理

は翌第4日 目に村の入口の広場で行われるだけだが,そ れに先立ち,サ トイモが儀礼

に登場 し,他 のルカイ族の村々では地炉調理の際にアワのシトギを包むに用いられる

9)高 山純は,オ セアニア考古学の立場から,地 炉調理法と土器の出現の先後関係を論 じ,遺

物の出現の状態からは土器の方が地炉よりもはるかに古 くから出現することを指摘し,筆 者が

[国分 ・佐々木共編1973]の 中で予察的に報告したこのルカイ族の アワ祭 りにおける地炉調理

にっいても 「ルカイ族の場合は,こ こでアワ栽培が始まった後に,オ セアニア方面一 ミクロ

ネシアの可能性が 強いのであるが一 から地炉という調理法が伝わって来ためではなかろう

か」と推論している[高 山1977,と くにP・233]。 オセアニア考古学の諸成果については,今

後も十分参照しなければならないが,土 器 と地炉の先後関係については,高 山氏と国分直一氏

との間に論争が行われているので,当 面のところその問題については不問のまま論をすすめた

い。 また,ル カイ族の地炉調理法が,ア ワの栽培以後に,オ セアニア方面から伝播したという

高山仮説については,後 に伝播 した地炉調理の要素が,ど うしてアワ祭りの中にくみ込まれて

いったのか不明であり,こ の説も当面のところ,筆 者としてはうけ入れ難い。 しかし,外 部地

域から台湾へのさまざまの文化要素の導入については,今 後 も注意してゆきたい。 いずれにし

ても,こ れ らの問題の議論は本稿のテーマの範囲を超えるので他日を期 したい。
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ルコツ草の葉でこの里芋とアワを包んで畑へ持 ってゆき,そ こで豊作を祈るというの

である。 この儀礼的行為の意味は 『蕃族調査』の簡単な記述からは,十 分に明らかに

することはできないが,ル カイ族のアワ祭 りにおける地炉調理法とサ トイモとがもと

はまったく無関係ではなかったことを示唆する一つの例だといえるのではなかろうか。

　また,同 じ 『蕃族調査』によると,パ イワン族のブツル蕃のオアルス社ではアワの

収穫祭マサル トの第2日 目には 「餅ヲ焼キ其焼方ニテ吉凶ヲトフ。其餅ヲ女食スル能

ハズ」と石焼きしたアワモチを用いて ト占を行うことを述べたあと,第3日 目のスマ

ノバサの日には 「里芋ノ餅ヲ造ル。男女 トモ食ス」とある[『蕃族調査』　 1921:85]。

残念なが ら,こ の 「里芋の餅」のつ くり方は不明だが,と にかくアワ祭 りのプロセス

の中に 「里芋の餅」をつ くる日が登場 してくることを注目しておきたい。あるいはこ

の 「里芋の餅」といわれるものも,サ トイモを地炉で加熱調理したあと,よ く揚きく

だいて,す りつぶ して固めた食品である可能性が高い。だが,現 時点では,そ こまで

断定しうるだけのデータは見出し得ていない。今後の調査に期待したいところである。

　いずれにしても,ア ワモチ(チ マキ)の 地炉調理法をめぐっては,そ の調理法とサ

トイモとの関連を示唆するような事例が若干ではあるが,み とめられるわけである。

このような点に着目して,ア ワモチの地炉調理法の起源をさかのぼって考えてみると,

きわめて古い時代にはサ トイモ(タ ロイモ)を 地炉で調理していた農耕文化の卓越し

ていた時代があり,そ の調理法の伝統が,の ちに伝播 してきた雑穀農耕文化に影響を

与え,ア ワモチ(チ マキ)の 地炉調理法というきわめて特殊な儀礼食のつくり方を生

み出したという想定も可能になって くる。この場合,地 炉で調理されるアワモチ(チ

マキ)に 先行する儀礼食は,た ぶんサ トイモを地炉で調理 したあと鳩きくだいてつ く

るイモモチではなかったかと思われる。このイモモチから雑穀類のモチへの転化は,

粘性を好む食品嗜好性の展開めあとを具体的に示すもの10》として興味 ある事実とい

えるのではなかろうか。

　一つの仮説として,こ の考え方を提出してお くが,根 栽農耕文化と雑穀農耕文化の

重複 ・重合関係については,そ れが,い つ,ど こで,ど のようにして起 ったかは,東

南アジア文化史のきわめて重要な問題でありながら,ま だ解決されていない課題であ

る。したがって,本 稿では,こ の問題にこれ以上踏み込むことは避け,そ の詳細な検

討についても,今 後の研究に委ねることにしたい。

　 ところで,地 炉調理法そのものが,起 源的には根栽農耕文化と深 く関係するとして

10)東 アジァの照葉樹林帯における粘性を好む食品嗜好性とモチの起源については,す でに[佐

　々木 ・国分共編1973:81-85]や[上 山 ・佐々木 ・中尾共著1976:74-861な どにおいて・その

　仮説の概要を述べているので,こ こでは再説することを省略したい。
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も,さ きにみてきたアワ祭 りの行事の中で,ア ワモチをつ くって豊作や豊猟を占い,

翌年の吉凶を トする儀礼の諸形態は,必 ず しも根栽農耕文化 と直接関係するものでは

ない。むしろそれとは別種の他の多 くの文化要素 と関係 しているようである。そのな

かで,も っとも注意すべきものは狩猟要素との関連ではなかろうか。

(3)ア ワモチ と猟場 にお け る豊猟祈 願

　ルカイ族及びパイワン族北部地域におけるアワ祭 りにおいて,狩 猟要素がきわめて

顕著にみとめられることは,す でにいくつかの事例の説明の際に繰り返 し強調 した点

である。なかで も焼石により石むし調理 したアワモチを用 うるト占では,ま ず豊猟が

占われることが多 く,ま た家々やその付近でアワモチを供えて神に祈る祈願で も,豊

作よりも豊猟を祈る事例の多いことはすでに指摘 した通りである。さらにアワ祭りの

終りにはどの村でも,村 の男子が全員で儀礼的な共同狩猟に出かけたようである。が,

その前には村の入口や特定の祭場で,や はりアワモチを供えて豊猟を祈る儀礼を行う

ことが少なくなかった。

　さらに,い くつかの村では,村 の入口や,祭 儀場においてばかりではなく,出 猟 し

た猟場においても,ア ワモチを神霊に供え,豊 猟を祈 ったようである。しかも,こ の

とき猟場においてアワモチの地炉調理を行ったのではないかと思われる事例も存在す

る。

　 『慣習調査』によると,ラ ヴ ァル蕃の上パイワン社ではアワの収穫後祭の第9日 マ

ブソアヌの日には次のような行事が行われたという。

　全社ノ男子ハ刀ヲ側ヒ網袋ヲ負 ヒ,大 ナル餅 ト細長キ餅(長 三四寸,円 径半寸)ト ヲ

　携ヘテ社ロノ廣庭二集ル。大ナルハ之 ヲ残シテ昼食 トシ,細 長キハ切テ之ヲ三四片

　 トシ,各 自之ヲ以 テ少 シク石二塗着ケ好猟 ヲ祈 リテ後之ヲ食ス。ソレヨリ狩猟二赴

　キ其日二帰来ス……。また第11日 には,社 内ノ各部落 ヨリ壮丁二人ツツ槍 ヲ持シテ

　社ロノ廣庭二来 リ,或 方面二出テテ鳥占ヲ行 フ。……占吉ナレバ帰来テ餅 ヲ揚キ之

　 ヲ持 シテ其方面二至 リ,草 中二隠 レ火ヲ焚キツッ餅 ヲ千切 リ霊二供 シ武運 ヲ祈ル。

　……第⊥2日ハ 「マブソアヌ」 ト称シ,全 社ノ壮丁出テテ狩猟ヲ行ヒ,翌 日帰来ス。

　此日未婚ノ少女ハ鰍　ヲ行フ[『慣習調査』　1922:149]。

　要するに,ア ワ祭りの最後の段階になって,豊 猟を祈る儀礼を行ったのち,全 村の

男が儀礼的共同狩猟に出かけるわけであるが,こ こではアワモチが豊猟を予祝する呪

的な儀礼食として用いられている。 しかもこの場合,『慣習調査』などの資料に 「餅」

と記されているものが,実 は日本式のモチではなくモチァワのシ トギを固めて成型 し
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たようなものであることも注意 しておかねばならない。上パイワン社のアワ祭 りの第

9日 目の儀礼の中で,村 の入口で男たちが細いモチを小さく切 って,各 自が石にそれ

を塗 りつけて豊猟を祈 ったとされているが,シ トギを固めたモチだか らこそ内側がま

だ液体状をなしており,石 に塗 りつけることができたのであろう。同じように各種の

『報告書』の中に出てくる 「餅 ヲ揺ク」 「餅ヲ焼 ク」 という言葉についても,素 直に

日本流のモチと解釈をするには問題があり,吟 味を要する。例えば,上 記の上パイワ

ン社のアワ祭 りの11日 目の儀礼の中で,選 ばれた若者たちが 「餅 ヲ揚キ之ヲ持シテ」

猟場へ行き,「草中二隠 レ火ヲ焚キッッ餅ヲ千切 リ霊二供 シ武運ヲ祈ル」 というのも,

文面通 りに解釈してよいかどうかは疑問である。むしろすでに繰 り返し述べてきたア

ワのシトギを若者たちは猟場へもって行き,こ れを一一種の地炉を用いて石むしの方法

で調理 し,神 霊に捧げたものと思われるのである。

　 というのは,『 慣習調査』によると,ル カイ族のチャポガン社において次のような

事例がみられるか らである。すなわち,こ の村ではアワ祭 り(マ サル ト)の 第10日 に

「粟粉 ヲ社ロノ廣庭二持行キ,之 ヲ大武山及ビタカラウスノ霊二供 シ以テ好猟豊作 ヲ

祈ル」 ことは,前 にも述べたところであるが,こ の儀礼にひきつづき4日 間の路普請

を行 ったのち,5日 目には 「キチャリシ」と称 し,「 六名ノ壮丁ぶつる蕃 トノ境界二

来 リ城声ヲ発 シ,後ニッノ石 ヲ焼キ粟粉 ヲ其間二挾 ミテ焼キ之 ヲ網袋二入レテ持帰ル」

行事が行われていた。

　つまり,こ こで も選ばれた若者が猟場でアワモチを調理するわけだが,そ の方法は

二つの石を焼 き,そ の間に粟粉,す なわちアワのシトギを挾んで焼 くという一種の石

む し調理の方法を用いていたというのである。さきの上パイワン社の若者たちも,恐

らくこれと同じような仕方でアワモチを猟場で調理 していたに違いない。

　 また,北 パイワン蕃のスボン群社においても,上 記の例と同じように,ア ワ祭 りの

最終日に全村の男が儀礼的共同狩猟に出かけるが,そ の前日に,や はり猟場でアワモ

チを焼いて神霊に捧げ,狩 猟の安全を祈る儀礼が行われている。 『慣習調査』の記載

によると,

　 マサル トの第6日 には,ツ モロボク(粟 餅ヲ焼クヲ云フ)ノ 式 ヲ行フ。 此日早朝社民

　 中ニテ狩猟二巧ナル勇者数名ニテ酒一甕,パ ロボロボ(豚 ノ脂ヲ入レタル粟餅)十 箇

　 ヲ持シ,男 祝 ト共ニチャチロボカヌ(社 ヨリ東方四,五 町ノ禁地)二 赴キ,此 所ニテ火

　 ヲ焚キ九箇ノ餅ヲ焼ク。其内一箇ハ其傍二投棄シ,酒 小許 ヲ滴シテ猟神二供ス。而

　 シテ焼キタル餅ヲ食ヒ且ツ酒 ヲ飲ム。此祈薦ヲ行ハサル内二出猟スレハ雷二打タレ

　 テ死スヘシト云フ。第七日全群社 ノ壮丁合同シテ,マ ブソアンヲ行 フ[『慣習調査』
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　 1922:186]。

　ここにいう 「粟餅」がアワのシトギを固めて成形したものであり,「 焼 く」 という

のは焼石を用いる石むし調理を意味するであろうことは,す でに指摘した通りである。

したがって,そ のように言葉を読み替えながら,こ のスボン群社のッモロボクの儀礼

の特色をみてみると,村 の司祭と数人の狩猟の巧みなものが,村 外の聖所に赴き,ア

ワのシトギでつ くったモチを地炉で石む し調理して,そ れを神霊に捧げ,狩 猟の安全

を祈るという点に,こ の儀礼の特徴が見出せるようである。

　 とすると,こ の儀礼と第1章 で詳説 したキヌラン村やブダイ村のツァツァピピアヌ

における儀礼との間には,そ の特徴の多 くの点で類似が見出せるように思えるのであ

る。ただ,ス ボン群社のツモボロクの儀礼では,そ れが村司祭と数名の猟師によって

営まれ,狩 猟儀礼としての特色が終始貫かれているのに対 し,キ ヌラン村やブダイ村

のツァツァピピアヌの儀礼では,村 司祭と全村の男がこれに参加し,ア ワモチの出来

工合によるト占が行われ,そ こでは豊猟のほかに豊作や村の安全なども占う点が異な

っている。前にも指摘 したようにッァッァピピアヌの儀礼は,さ まざまの要素が複合

したものであり,も しその中から狩猟儀礼的な要素のみを摘出して復元すれば,こ の

スボン群社のツモボロクの儀礼に近い形になる可能性が大きいと思えるのではなかろ

うか。

　 さらに,こ の点と関連して前に示 した事例の中には,村 の入口の広場でアワモチの

地炉調理を行 う例が少な くなかったが,こ れは必ずしも本来の形ではなく,お そらく

猟場ないしそれに近い聖所で儀礼を営むのが,本 来の狩猟儀礼の形であったと考えら

れる。またアワモチ(チ マキ)を 地炉によって調理する仕方も,神 霊への供物の調製

を伝統的な調理法によって行われた例の一つといえる。 しかも,こ の地炉による石む

し調理の方法は,・単に日常的な料理をつ くるたあだけではな く,狩 猟に出かけたとき

野外でイモ類や雑穀類を調理する手段の一つとして古 くから用いられてきたものと思

われる。そのため,こ の原始的な調理法が日常生活の中で用いられな くなった後でも,

それは台湾山地民の社会の中か ら完全に消失してしまうことなく,儀 礼食の調理法の

一・つとして細々ながら最近までうけつがれてきたと考えられるのである。

　 いずれにして も,本 稿の主題となったッァッァピビァヌにおいて新アワのチマキを

つ くる儀礼の中には,狩 猟儀礼としての特徴が濃厚にみとめられることは間違いない。

それでは,ア ワの収穫祭であり,年 間でもっとも重要な農耕儀礼であるはずのこの祭

りの過程の中に,ど うして このような狩猟儀礼の要素が組み込まれ,し かも祭 りの重

要部分を占めるに至ったのだろうか。

148



佐々木　新粟のチマキと豊猟の占い

　この点をめぐる検討は,焼 畑農耕民や初期水田農耕民などのもとにおける農耕儀礼

と狩猟儀礼の関連をどう捉えるかというかなり本質的な問題とかかわりあう点である。

また,台 湾山地民に限ってみても,彼 らの生業の歴史的変遷をどう捉えるかというエ

スノヒス トリーの重要課題とも深くかかわ り合うことになって くる。したがって,資

料の提供を目的とした本稿では,こ の問題をめぐって十分な議論を展開するだけの用

意はできていない。だが,今 後の議論の展開のために,豊 作と豊猟の儀礼のかかわり

合いをめ ぐって台湾南部の山地焼畑民のアワ祭 りの中にみられるいくつかの問題点を

整理 し,い ちおうの見通 しを次に述べておくことにしたい。

(4)豊 作儀礼 と豊猟儀礼の交点

　(i)ア ワ祭りの衰退と豊猟儀礼の残存　　第1章 ですでにくわ しく述べたように,ル カ

イ族のキヌラン村やブダイ村で,古 くから行われてきたアワ祭りは,も ともと三つな

いし四つの要素から構成されていたものと思われる。すなわち,そ の一は新 しく収穫

した新アワを神々に供えて豊作を祈 り,そ の食べ初めを祝 う 「粟の新嘗祭」の要素で

ある。古い時代には,こ れにひきつづき先祖祭 りも行われていたと推察される。これ

に対 し,第 二(先 祖祭りの要素を第二に数えると第三となる)の 要素はツァツァピピアヌ

やロミガヌの儀礼を中心とするもので,ア ワモチ(チ マキ)を 儀礼食 として調製 し,

豊作と豊猟を神霊に祈るとともに,そ のモチの出来工合で翌年の吉凶や農耕と狩猟の

豊凶を占うことが特徴 となっているものである。さらに第三の要素は,年 越祭 りの要

素で,ア ワ祭 りのプロセスの中の終 りに近い部分で,か なり明瞭な形ででてくるもの

である。

　 これ らの諸要素のうち,こ れもすでに指摘 したところだが,第 一のアワの新嘗の要

素,あ るいはそれより以前に先祖祭 りの要素が,そ れぞれアワ祭 りの過程の中からま

ず脱落 し,ま た年越祭りの要素の比重もしだいに減退してきたようである。その結果,

第二の豊猟と豊作,な かんず く翌年の豊猟を神霊に祈る儀礼的な要素が,ル カイ族や

パイワン族北部の村々のアワ祭りの中では,著 しくその機能を高めてきたものと思わ

れるのである。

　 どうして,ア ワの収穫儀礼であるアワ祭 りの過程の中から,本 来はもっとも重要な

要素であるはずの新嘗的な要素がまず脱落し,豊 作の祈願はともかく,豊 猟を神に祈

るような狩猟儀礼的な要素が卓越するようになってきたのだろうか。この点について

も,前 にも述べたように,必 ず しも十分な解答をいま用意することはできない。だが,

台湾山地中 ・南部の焼畑民においては,農 耕のプロセスに多くの禁忌や呪術的儀礼が
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あり,作 物の生育や収穫を呪術的に成就 しようと試みる傾向がきわめて強い。なかで

も狩猟との関係は禁忌の重要な項目の一つとなっており,農 耕における収穫と狩猟の

成功とを結びつける考え方も,か なりひろくみとめられる[馬 淵　1974d:349～359]。

このような狩猟と農耕とを無関係なものとせず,両 者が呪術的にも関連しあったもの

とみなす考え方は,か なり古くから,台 湾中 ・南部の焼畑民たちの間にひろがってい

たのではないかと思われるのである。年間を通じてもっとも大きな折目に当るアワ祭

りに際 して,豊 作と豊猟の双方を占い,祈 願する儀礼が営まれるのも,こ うした考え

が背景に存在するものとみることができよう。

　(ii)農耕と狩猟を結ぶ思想　　それでは,こ のような考え方は,台 湾山地の焼畑民の

社会において,ど のような条件のもとで導き出されてきたのだろうか。この点をめぐ

って,台 湾山地民の民族学的研究に輝かしい業績をあげてきた馬淵東一一は,次 のよう

な興味ある論点を示 している。すなわち,台 湾中部山地のブヌン族やツォウ族では,

伝統的にアワを主作物とする焼畑農耕が生業活動としてもっとも重要な役割を演ずる

が,そ れとともに狩猟活動が社会的にも情緒的にも重要な意味をもつ。ことにその猟

場と彼らの出自集団の間には,も ともと最初の定着者とその土地の間にあったのと同

じような,あ る種の"呪 術的 ・霊的紐帯"の 存することを,馬 淵はまず強調する。と

ころが,処 女林状態にあるこの猟場の中に,焼 畑耕地が造成されると,土 地の所有権

は,蟻猟場の持主"と"耕 地の持主"の 二重になって くるという。 しかし,こ の場合

にも,ブ ヌン族やッォウ族の 「土着のイデオロギーでは猟場所有ということが一層強

調されているものと思われ,恐 らくこの理由で,猟 場の持主がブヌン族では 織土地の

持主"と よばれているのである」[馬淵　 1974c:209]と 馬淵は指摘している。 つま

り,こ れらの両族では,出 自集団と呪術的 ・霊的に結び合わされた,広 い猟場の土地

があり,そ の一部を限って耕地が造成されるものと考えられている。 したがって,ブ

ヌン族では"土 地の持主"で ある出自集団の成員の祝福や呪咀が,彼 らの土地の上で

展開される狩猟や農耕の成果に影響を与えるものとされており,ッ ォウ族では猟場の

神が豊猟ばかりでなく,耕 地の豊作を確保するためにも重要だとされているというの

である。

　 このようにブヌン・ツォウ両族では,呪 術的 ・宗教的に猟場を所有するということ

が,耕 地の所有に優先することによって,猟 場の中に耕地が含まれるという考え方が

成立し,そ のことによって農耕と狩猟は,密 接な関係を形づくるに至 ったというわけ

である。馬淵は,こ のような最初の定着者たちの子孫と土地の間に呪術的宗教的紐帯

のみとめられるような土地所有の特徴を,イ ンドネシア各地や東南アジァ大陸部にも
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ひろく求めているが,お そらく細部の相違を問題にしなければ,同 じような紐帯は,

ブヌン・ツォウ両族の南に分布するルカイ族 ・パイワン族においてもみとめることが

できるであろう11)。また,狩 猟と農耕の結びつきについても,ブ ヌン族やッォウ族で

み られたものとよく似た特色が,ル カイ族やパイワン族においてもみとめられるもの

と思われるのである。すでに繰り返 し説明を加えたように,ル カイ族やパイワン族の

人たちは,猟 場でアワモチを焼石で調理 して,そ れを供物に供えて豊猟を祈る儀礼を

営むが,そ れが同時に豊作の祈願にも通ずるというのも,上 記のような狩猟と農耕を

結びつける土着のイデオロギーが,ル カイ ・パイワン両族にも存在 したためとするこ

とができるのではなかろうか。

　ω　狩猟の機能と儀礼的象徴性　　ところで,本 稿ではいままで,ル カイ ・パイワン

両族における狩猟のもつ儀礼的意味を問題にしながら,彼 らの営む狩猟の実態につい

て詳 しく述べることは避けてきた。それは本稿の目的ではないと思ったからである。

しかし,農 耕と狩猟との関係が,き わめて重要だということが明 らかになってきたの

で,彼 らの狩猟の特色について,簡 単に要約 しておくことが必要になってきたようで

ある。それは次のように言 うことができる。

　 まず第一に,台 湾山地民の社会では,遠 い過去に狩猟が生業の基礎として高い機能

を演じていた時代があったとしても,古 くから焼畑農耕を営んできた彼 らのもとでは,

その機能はすでに早い時代に失われ,狩 猟は食糧の獲得手段としてはかなり以前から

僅かな役割 しか演 じなくなっている。例えば 『高砂族調査書第2篇 』によると,昭 和

初期の台湾山地民の社会では,熊 などの大型獣の捕獲はほとんどなく,山 豚(イ ノシ

シ),鹿,莞 仔などの中小型獣を中心に,年 間1人 当りの狩猟頭数 も,ア タイヤル族で

0.31頭,ブ ヌン族でO.63頭,パ イワン族(含 ルカイ族)で は0.18頭 程度にしかすぎな

かった。もちろん,村 毎の狩猟頭数をみると,か なりの偏りがあるが,そ れでも狩猟

が経済的に大きな比重を占めるというものではない[台 湾総督府警務局理蕃課1937]。

11)馬 淵 は上掲の 「呪術的 ・宗教的土地所有権」について論じた論文の一般論議の部分 におい

　て,親 族体系が単系的であるか,双 系的であるかによって,こ の種の土地所有にもタイプ1と

　タイプ∬の二つの類型がみられることを論じ,「"双 系地域"で は,身分カテゴリーが前面に出て,

　そこでは"最 初の定着者の子孫たち"と いうようなカテゴリーは,親 族集団を構成せずに,こ

　こでも村落ないし郷共同体の領域の内部での,土 地をめぐる諸件に関して最高の身分 であ る

　 "中核村民"を なしている」 と述べて い る[馬 淵　1974bl　 234]。 ル カイ・パイワン両族の親

　族体系が,ambilinealな 特色によっていうどられていることは周知の事実であるが,こ こでは

　猟場と耕地の呪術的 ・宗教的所有権は,あ る地域共同体内における系譜関係の頂点に位置し,

　最高の身分と考えられている頭目に属しているとみなしてほぼ間違いないと思われる。ただ し,

　ルカイ族やパイワン族の場合を含めて,起 源的に猟場と耕地の利用と所有の関係が,馬 淵の説

　いた通りであるか否かについては,大 筋において馬淵説を認めるとしても,筆 者にはなお若千

　の疑問点が残されている。これについても後考を期したい。
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　それにもかかわ らず《狩猟》は山地民の男たちの間では,い まもなお大きな関心の

的の一つであり,狩猟についてのさまざまな話を聞くことができる。それでは《狩猟》

は,彼 らの間で,現 在あるいは近い過去において,ど のような意味をもつ活動であっ

たのだろうか。

　この点について も馬淵東一は,ブ ヌン族の例をひいて,次 のような指摘を行 ってい

る。そこでは 「獣肉の供給は相当豊富であるが,併 しそれにも拘らず肉類が彼等の日

常の食膳を賑はす ことは比較的少ない。ところが大猟の後や祭宴の場合等には事態は

一変し,・…・…・殊に大猟の後の獣肉,婚 儀や祭儀等に於ける豚肉の消費は一時に多量

である。そして儀礼的な饗宴には,普 通は獣肉と共に粟酒を伴ふのであるが,そ の何

れも一時に大量が消費せられる。」[馬 淵　 1974a:103-104]と 述べて,野 獣の肉が

儀礼の際に一度に大量消費されることを強調している。

　類似した状況は,パ イワン族 ・ルカイ族などでもみとめることができる。そこでは

婚儀や誕生式などの主要な通過儀礼の際はもとより,伐 採 ・火入れ,播 種から収穫 ・

倉入れに至るまでの農耕の折目折目に営まれる儀礼の際にも,獣 肉とアワモチとアワ

酒が供物や儀礼食として盛んに用いられている。近頃では,そ の獣肉の大半はブタ肉

でまかなわれているが,か つてはその多 くが狩猟で得 られた獣肉であった可能性 も少

なくない。例えばすでに前稿でも指摘 したように,キ ヌラン村では,以 前には焼畑の

伐採に先立ち,全 村の男子が儀礼的共同狩猟に出猟 し,そ の獲物を伐採予定地の神霊

に捧げ,そ れから頭目家で饗宴を行っていたと推定される。が,そ の後,恐 らく野獣

の減少のためか,こ の時期に狩猟へ出ることはなくなり,狩 りの獲物はブタに替 り,

野獣の肉による饗宴はブタ肉による饗宴に変化 してしまったようである[佐 々木 ・深

野1976:67-68]。

　ところで,こ のように伐採(開 墾)前 の時期に,村 の男たちにより儀礼的狩猟が行

われる例は,パ イワン族のクスクス社において,す でに古野清人により戦前に記録さ

れている[古 野　 1972:ll7]。 その他にもこうした例は,か なり存在 したのではない

かと思われる。また,ア ワの播種を行った後に,や はり村の男たちが集団的に出猟す

る例は 『蕃族調査』や 『慣習調査』の中に,い くつもその事例が記載されてい る12)。

12)ア ワの播種後に儀礼的共同狩猟が行われる例としては,例 えば次のようなものがある。

　　 ルカイ族のアデル社の事例　　(アワの)播 種 ヲ了シタル トキハ全社 「パラリキ リキ」(注8参

　照一 佐々木)ノ 式ヲ行 ヒ,其 翌日 「アリー リ」(ぱいわぬ語 「マブソァヌ」)ヲ行 ヒ,其 翌日 「カ

　ル ドル」ノ式(木 ノ名。之 ヲ以テ粟ノ成長ヲ祈ル)ヲ 行ヒテ祭畢ル。 粟ノ播種 ヲ始テヨリ全社

　禁忌ヲ行ヒ,十 二日ヲ経テ之 ヲ解ク[r慣 習調査』1922:141]。

　 　 パイワン族ブツル蕃サカラヌ社の事例　　(ア ワの播種後祭は)其 期間十日他社 トノ交通ヲ絶ス。

　第一日 「パサロツ ト」 ト称シ狩猟ヲ行 フ。 第二日ハ 「ルマかツ」 ト称シ猟神 ヲ祭 リ再ビ出猟ス。
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つまり,さ きにも述べたように,台 湾山地中南部の焼畑民の社会では,伐 採 ・播種 ・

収穫などの農耕の折目折目に儀礼が行われ,そ のたびに獣肉が盛んに用いられてきた。

このような祭りの過程で儀礼的に消費される獣肉を得るためには,そ の祭りの前後に

狩猟に出かけねばならなくなる。こうして彼 らの社会では伝統的に,農 耕の折 目折目

の前後には村の男たちによる共同狩猟が儀礼的意味を込めなが ら営まれてきたと考え

られるのである。つまり,台 湾山地の焼畑民のもとでは,か なり古くから狩猟は経済

的な重要性を失 ってきたが,そ の儀礼的 ・象徴的性格は失われることなく,最 近まで

持続されてきたとみることができるのである。

　本稿で,い ままでとりあげてきたルカイ族 ・パイワン族の狩猟は,こ うした特色に

貫かれたものである。したがって,そ こでは狩猟における獲物の多寡は,や は りきわ

めて高い儀礼的 ・象徴的意味をもつことになるわけである。台湾山地の焼畑農耕民の

社会において,豊 猟の占いと祈願が豊作のそれにしばしば転化しうるというのも,狩

猟のこうした意味づけが,彼 らの もとでは,古 くから行われてきたということと深 く

関係している,と みることができるのではなかろうか。

　(iv）　儀礼的共同狩猟の慣行と雑穀農耕文化　　ところで,い ままで述べてきた豊猟と豊

作を占い,祈 願する儀礼においては,多 くの場合,豊 作祈願の対象となっている作物

はアワであった。アワと並んでルカイ ・パイワン両族の村々で主作物となっているサ

トイモやサッマイモについては,ほ とんど占いや祈願の対象となっていない。これら

のイモ類の植付 ・収穫の前後には,ア ワの儀礼を模 したと思われる若干の儀礼がみら

れる場合 もあるが,豊 作を祈願する大規模な儀礼や男たちによる儀礼的狩猟が営まれ

るというような事例は,ル カイ ・パイワン両族を通じてほとんどみとめられない。

　 これに対 し,ア ワ以外の作物では,ヒ エの収穫の前後に,か つては共同で狩猟に出

かけたという例がいくつかみられることを注目しておきたい。例えばパイワン族のカ

ピャカヌ社では,ヒ エの収穫の前後に儀礼を行 うが,収 穫後の儀礼は2日 にわたり,

第1日 には村の巫が各家をまわって禁忌の解けたことを告げ,第2日 はマブソア ヌと

称 し 「社祝粟の団子三十箇,豚 脂三片ヲ持シ社外休憩所二赴ク。全社ノ壮丁之二従フ。

社祝饅 ト共二粟餅ヲ重ネ数箇所二供へ 蟻稗ノ祭祀終了シタリ。最早伐木,開 墾,草 刈

第三日ハ 「タタヌ」 ト称シ水源地二赴キ水ノ澗カサル様二祈ル。第四白ハ 「バスチャチャバル」

ト称シ,一 同餅ヲ社ロノ廣庭二持行キ祖霊二供ス。 第五日ハ 「スモクヤ」 ト称シ家祝其軒下ノ

祭畑ノ土ヲ棄テ新二畑土 ヲ入ル。第六日 「ウマロブ」 ト称シー同狩猟二赴キ,翌 日帰来ス。……

第十日 「ポカイシャザオ」 ト称シ他 トノ交通ノ禁ヲ解ク[r慣 習調査』1922:150-151]。

ルカイ族やパイワン族では,ア ワの播種とその収穫後にそれぞれ同じ名称の儀礼が行われるこ

とが少なくない・その意味については,ま た別に考えてみなければならない。
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ヲ為スモ差支 エナシ。本 日狩猟 ヲ行ハ ン トス。猪 ・鹿 ・山羊等多ク来 レ。而 シテ繁殖

シテ多数為 レ"ト 唱 フ。了 テー 同粟餅 ヲ分配 シテ食 シ,後 狩猟二赴 ク」[『慣習調査』

1922:175]と い うのである。

　 ヒエの収穫後,村 の司祭 を中心 に 男たちが村外 の休憩所(彼 らの村には,村 の入口付

近に小さな休憩所が建てられていることが多い)の 付近 に集 りアワモチを供物 として供え,

神霊 に ヒエの収穫期間に守 られて いた禁忌の解 けた ことを告げ,さ らに豊猟 の祈願を

行 って,そ の後全員で共 同狩猟 に出かけた とい うわけで ある。 これは,ア ワ祭 りの後

半 の部分で よ く行 われていた禁忌の解除を神霊に告 げ,豊 猟を祈 ったあ と,村 の男た

ちによって儀礼的共同狩猟 が営 まれ るとい うの と,き わ めて類似 した特徴 を示す事例

であることはい うまで もない。

　 さ らにもう一例,同 じパ イワ ン族の上パイ ワヌ社で は,ヒ エの収穫直前 に祭祀を営

むが,そ れは4日 間 にわた り,「 第一 日ハN"キ ラブ ラブ"ト 称 シ祭場二於 テ盛 二火 ヲ焚

キ青年男女其上 ヲ跳越 ユ。第二 日ハ"バ カイシ ャザオ"ト 称 シ番祝穀神及祖霊 ヲ喚 ヒ稗

ヲ取 リ之二供ス。第三 日"パ リシ トチ ャカル"ト 称 シ祝首棚 ノ前 二至 リ齪 ヲ具 シ之 ヲ

祭ル。第四 日ハ"ル マか ラかツ"ト 称 シ祝 苺 ノ枝 ヲ持 シサブルか ヌ(猟 獣 ヲ司配スル神)

ヲ呼 ヒ猪 ・鹿等 ヲ持来 セ ト祈 リ,了 テー一同出猟 ス」[『慣習調査』　1922:150]と あ る。

一種の ヒエの新嘗 と豊猟の儀礼を行 ったあ と
,こ こで も男子の全員が共 同狩猟 に出か

けた ことを報 じている。

　 この場合,ヒ エとアワの収穫祭の類似は,ア ワの儀礼 の特徴が ヒエのそれへ転移 し

たもの とみ られな くもないが,必 ず しもそ うとばか りは いえない。例えば,す でに事

例3に 述べた ように,ル カイ族の タラマカオ社で は,ヒ エの収穫のあ とに,き わめて

古拙な形で豊猟を祈 る儀礼が存在 している。 こうした儀礼 は,そ の古拙な特色か らみ

てアワ祭 りの模倣 とい うよ りも,む しろ古 くか らヒエ祭 りに付随 した儀 礼 として伝 承

されて きた もの と思われるので ある。 とい うことは,ヒ エの収穫儀礼に際 して も,豊

猟 を祈 る儀礼が,も ともと随伴 していた可能性 の高 いことを示 しているよ うに思える

ので ある。事実,古 野清人 は,す でに戦前の調査 でパ イワン族の クス クス社 や大鳥社

などにおいて,ヒ エはア ワよ りも古 い作物であ り,ヒ エ祭 りを一一番古い祭儀だ とする

伝承 の存す ることを指摘 して いる。なかで も,大 鳥社で は,ヒ エの収穫直前に7日 間

に亘 る ヒエ祭 りが行われ,そ の5日 目と7日 目に は,そ れぞれ村 の男た ちが共同で狩

猟に出かけ,最 後の7日 目には若者た ちの成年式 も行 われることを報 じてい る[古 野

1972:124以 下]。

　 こうした諸事例 の存在は,ア ワだけで はな く,ヒ エの収穫儀礼 のときにも,儀 礼的
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な共同狩猟が伝統的に行われてきたことを示すものである。とくにヒエの収穫は,こ

の地域では,ア ワのそれから約2カ 月ほど遅れた9月 末頃に行われる。したがって,

その時期は,こ の地域の焼畑の農作業の真の意味での終 りを示すものであり,も し,

ヒエ栽培がかつては今日よりかなりひろく営まれていたとすれば,そ の収穫期は,ル

カイ族やパイワン族の生活暦の中では,か なり重要な意味をもったに違いないのであ

る。だが,ヒ エについては,台 湾山地南部の焼畑民のもとで,ど の程度までそれがひ

ろく栽培されていたのか。多 くの 『報告書』の中に 「稗」と記載されているものが,

本当にヒエのみなのか,シ コクビエがその中に相当量含まれているのではないか13》。

もしそうだとすると 「稗の祭」と記載されてき牟ものの中には,シ コクビエの祭 りが

かなりあるのではないか,な どの基本的な問題が未解決であり,ヒ エをめ ぐる儀礼の

問題のくわ しい考察も将来を侯たねばならない。

　 しかし,い ずれにしても,乙 れまでに論じてきたような豊猟の祈願と儀礼的共同狩

猟の慣行は,ル カイ族やパイワン族において日常的な食糧として もっとも重要な地位

を占めるサ トイモあるいはサツマイモの栽培とはほとんど関係がなく,ア ワや ヒエな

どの雑穀類の栽培 と密接に関係していることが注目されねばならない。筆者は前に狩

猟 と農耕の結びつきということを強調 したが,上 記の点を配慮すれば,こ の地域の山

地民のもとにおける狩猟と農耕の結びつきは,よ り正確には《狩猟と雑穀栽培農耕》

との結びつきというべきであろう。

　 ここで思い起されるのは中部インドや北東インドのオス トロァジア語系の土着農耕

民の間にひろく分布する春の儀礼的共同狩猟の慣行について研究 したR.Rahmann

の意見である。彼によれば,こ の春の儀礼的共同狩猟の慣行というのは,春 の3月 頃,

農耕季節のはじめに当り,村むらの男たちが共同で狩猟に出かけ,その獲物の多寡によ

って翌年の豊凶を占うという一種の予祝的な行事で,比 較研究の結果この慣行 は焼畑

農耕と深 く関係し,ま た,稲 作以前の雑穀栽培文化 と結びつ くらしいことを明 らかに

している[RAHMANN　 1952:871-889]。 本稿でとりあげた台湾の事例は,主 として

春,つ まり農耕開始期の狩猟儀礼ではなく,収 穫期,つ まり農耕終了期の儀礼がおも

であった。 したがって,ラ ーマンのとりあげた儀礼的狩猟と台湾のそれとを安易に関

連づけることは避けるべきである。 しかし,さ きにも少 し記 したように,キ ヌラン村

をはじめルカイ族やパイワン族の村々では,農 耕の開始期に当る伐採のはじめに,か

13)前 稿[佐 々木 ・深野1976]で は,瀬 川孝吉[瀬 川1954]な どの意見 に したが い,各 種の

　調査書などにヒエとあるものをシコクビエと読み替えて報告 したが,そ の後の調査により,ル

　カイ族 ・パイワン族の地域では,シ コクビエとともにヒェも焼畑でかなり栽培されていたこと

　が明白になった。したがって,現 時点では,既 往の文献の中に,「 稗」としてでてくるものの

　なかには,ヒ エとシコクビエの双方が含まれている可能性があるとしなければならない。
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つては儀礼的共同狩猟を行う慣行が,か なりひろく分布していたらしい。また前記の

ヒエ祭りの後で行われる共同狩猟は,実 際にはこの伐採前の時期に著 しく近づくこと.

も否定できない。 こうしてみてみると,台 湾山地南部における儀礼的狩猟 も,農 耕の

開始期を一つの中心として営まれてきたとみることもできるだろう。少なくとも,そ

の時期に若干の異同があったとしても,す でにくり返 し述べてきたように,台 湾山地

南部の儀礼的共同狩猟においても,そ の中には予祝的な意味が強 く含まれていたこと

は確かである。

　 とすれば,ラ ーマンのとりあげた中 ・北部インドや北ベ トナム山地の事例と台湾の

山地のそれとの間には,有 意の連関がみとめうるようになり,こ の種の儀礼的狩猟の

慣行 と雑穀類を主作物として栽培する焼畑農耕との間に深い関係をよみとったラーマ

ンの意見が,に わかに身近なものとなって くるようである。

　 となると,イ ンドか ら東南アジア北部の山地や華南 ・江南の山地をへてわが国に至

る東アジアの照葉樹林帯に古い時代にひろがったものと思われる雑穀栽培農耕文化の

中には,す でに早くから,予 祝的意味をもって儀礼的共同狩猟を営む慣行が,一 つの

文化要素として含まれていたと想定できるのではなかろうか。台湾山地民のアワ祭 り

の中に組み込まれた豊猟の祈願と儀礼的狩猟の淵源は,か なり遠く,ま た深いものと

みなければならないようである。

(5)要 約:一 つ の仮説 的見通 し

　以上,本 稿では,ル カイ族の一村落におけるアワ祭 りの過程で,新 アワのシ トギを,

村外の聖所にしつらえた地炉で調理 してチマキをつ くり,そ の出来工合によって豊作

や豊猟,あ るいは翌年の吉凶などを占う慣行のあることに気付き,そ の特色を周辺地

域の諸村落にみられる類似の慣行と比較し,若 干の考察を加えてきた。その結果をい

ま一度整理 し,仮 説的見通しとでもいえるものをまとめると,次 のようにいうことが

できる。

　①　まず,地 炉による新アワのチマキづ くりについては,も ともとこの調理法は,

イモ類を主作物とする根栽農耕文化と深 く結びつく特色をもつものである。また,ル

カイ族やパイワン族の事例の中にも,サ トイモやそれからつくったイモモチが儀礼の

中に登場してくる例がいくつかみとめられる。このような点から,地 炉によるアワの

チマキづ くりは,本 来は地炉でサ トイモを調理 し,さ らに儀礼食としてのイモモチづ

くりを行っていた根栽農耕文化の伝統を継承したものと考え られる。この場合,古 い

調理法が,儀 礼食の調製に当って,そ のまま踏襲されてきたとみるのが一般的な見方
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である。が,そ のほかにも地炉による石む し調理法は,狩 猟に出かけたときの野外で

の調理法として台湾の山地民の間で,久 しく伝承されてきたことも考慮されねばな ら

ないであろう。おそらく古い時代には,猟 場における豊猟を祈る呪術的な儀礼に際し,

供物として焼石によって調理 したイモやイモモチが獣肉とともに用いられることがあ

ったのではないだろうか。

　② このような根栽農耕文化に由来すると思われる諸特徴のほかに,本 稿でとり上

げた儀礼の諸特色の中には,他 の文化要素,な かでも雑穀農耕文化と関連すると思わ

れるものが少なくない。イモあるいはイモモチからアワのチマキへと地炉で調理 され

る儀礼食品が変化したのをはじめ,儀 礼的共同狩猟が盛んに行われるようになり,狩

猟のもつ儀礼的象徴性が高 くなって,豊 猟の儀礼 と豊作の儀礼が意味的連関をもって

くるのも,お そらく焼畑でアワや ヒエなどの雑穀類が大規模に栽培されるようになっ

てか らのことと推定される。さらに,こ の地域における農耕儀礼の形態が著 しく複合

化 し,本 文中に示 したブダイ村のアワ祭 りのように,1カ 月 もの長期に亘 り,異 なっ

た数多 くの儀礼が複合して大きな祭 りの体系を構成するというような,複 雑な形で農

耕儀礼が営まれるようになったのも,た ぶん雑穀農耕文化の影響のもとに形成された,

比較的新しい社会的 ・宗教的体制と関係するものと考えて差支えないようである。

　 ③ しかし,こ のように根栽農耕文化と雑穀農耕文化の二つを対置し,そ の重層関

係を論ずるために必要な資料を,わ れわれはまだ十分には持っていないようである。

しかし,根 栽農耕文化といい,雑 穀農耕文化といっても,そ の純粋な形態のものが,

かつて台湾山地に分布していたという可能性はきわめて小さいといえよう。おそ らく,

古い時代に中国大陸の照葉樹林帯に展開した《雑穀 ・根栽型》の作物構成の特色をも

つ農耕 と同じようなものが,台 湾山地にも早くから分布していたと考え られるが,そ

のなかでは,イ モ栽培の比重が相対的に大きなより古い文化と雑穀(主 としてアワ)栽

培のウェイ トの大きいより新しい文化の,少 なくとも二つの段階が,さ し当ってのと

ころ大きく区分できるのではなかろうか。上述の文章の中で,根 栽農耕文化,雑 穀農

耕文化 と称 してきたものも,こ うした新旧二つの文化に照応するものだという程度に

理解して頂きたい。さらにこの新旧二つの文化は,先 史学の諸成果や民族文化史を再

構成する作業の結果と対応させることによって,よ り細かく区分することも可能 と思

われる。しかし,ル カイ ・パイワン両族の文化史の復元については,そ こまでくわし

14)例 えば,台 湾東海岸を中心にかつてひろく分布 していた巨石文化とルカイ族やパイワン族の

　現在の文化との関連についても,国 分直一はかなり積極的にその関連を肯定しようとする[国

　分1977:257]の に対し,R.　Ferrellな どは,そ の関連については非常に否定的であ る[Ferrell

　 1969=　9]。 ル カイ・パイワン両族の民族文化史のかなり基本的な問題についても,こ のように

　定説を得ていない。今後の民族学 ・先史学の研究の展開がのぞまれる所以である。
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い見通 しは,い まのところ得 られてはいない14)。

　したがって,上 記の①と②で述べた考え方も,民 族文化史の確かな復元作業の上に

立脚して得 られたものではない。 この要約を 「仮説的見通 し」と称したのもそのため

であるが,こ うした仮説的見通 しをより確かなものにするためにも,今 後の民族学 ・

先史学双方からのくわしいアプローチとそれを総合する作業が是非必要だと考えられ

るのである。
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